
は
じ
め
に

科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤(

Ａ)
｢

地
図
史
料
学
の
構
築
―
前
近
代
地
図
デ
ー
タ

集
積
・
公
開
の
た
め
に｣

(

代
表
・
杉
本
史
子)
で
は
、
二
〇
〇
七
年
九
月
十
七
〜

二
〇
日
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
、
十
八
〜
十
九
日
国
立
民
族
学
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ

る
シ
ー
ボ
ル
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
両
館
の
御
厚
意
に
よ
り
、
科
学
研
究
費

補
助
金
・
基
盤(

Ｂ)
｢

ラ
イ
デ
ン
大
学
シ
ー
ボ
ル
ト
国
絵
図
の
地
図
史
研
究｣

(

代

表
・
小
野
寺
淳)

と
、
左
記
の
よ
う
な
合
同
調
査
を
行
っ
た
。
本
稿
の
、
一
章

｢

蒐

集
と
公
開
の
十
九
世
紀｣

(

杉
本
史
子
執
筆)

、
二
章｢

ラ
イ
デ
ン
大
学
所
蔵
国
絵
図
―

色
科
と
描
写｣

(

村
岡
ゆ
か
り
執
筆)

、
三
章

｢

ラ
イ
デ
ン
大
学
所
蔵
袋
付
の
刊
行
図

に
つ
い
て｣

(

国
木
田
明
子
執
筆)

、
四
章

｢

ラ
イ
デ
ン
の
国
立
民
族
学
博
物
館

『
大

日
本
諸
国
名
産
紙
集』

に
つ
い
て｣

(

高
島
晶
彦
執
筆)

は
、
こ
の
調
査
の
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

【
調
査
対
象
】

ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
所
蔵

国
絵
図
・
出
版
図
・『

日
本』

国
立
民
族
学
博
物
館

和
紙
見
本
帳

｢

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集｣

【
調
査
メ
ン
バ
ー
】
※
肩
書
き
は
、
調
査
時
点
の
も
の

小
野
寺
淳

(

茨
城
大
学)

、
橋
本
暁
子

(

茨
城
大
学
・
院
生)

、
横
山
貴
史

(

茨
城

大
学
・
院
生)

、
中
尾
千
明

(

奈
良
女
子
大
学
・
院
生)

、
大
島
規
江

(

国
際
教
養
大

学)

、
野
積
正
吉

(

射
水
市
新
湊
博
物
館)

杉
本
史
子

(

東
京
大
学)

、
礒
永
和
貴

(

東
亜
大
学)

、
ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ

(

イ
リ

ノ
イ
大
学)

、
国
木
田
明
子

(

神
戸
市
立
博
物
館)

、
村
岡
ゆ
か
り

(

東
京
大
学)

、

高
島
晶
彦

(

東
京
大
学)

【
調
査
内
容
】

色
彩
材
料
・
紙
質
、
所
蔵
印
、
書
誌
事
項
、
内
容
に
つ
い
て
、
目
視
に
よ
る
調
査

カ
ー
ド
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
顕
微
鏡
写
真

(

口
絵
３
・
５
・
６)

、
デ
ジ
タ
ル
写

真
、
四
×
五
フ
ィ
ル
ム
写
真

(

ラ
イ
デ
ン
大
学
の
み)

の
撮
影
を
行
っ
た
。

一

蒐
集
と
公
開
の
十
九
世
紀

シ
ー
ボ
ル
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
の
背
景

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
膨

大
な
研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
日
本
国
内
外
に
散
在
す
る
膨
大
な

そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
ま
た
が
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
、
代
表
的
著
書

『

日
本』

の

テ
ク
ス
ト
確
定
が
著
し
く
困
難
で
あ
る

(

１)

と
い
う
事
情
が
、
そ
の
統
一
的
全
体
像
検
討

の
難
し
さ
を
生
ん
で
い
る
。

( ) シーボルトが収集した国絵図・出版図と和紙見本帳について (杉本・村岡・国木田・高島)45

杉
本
史
子
・
村
岡
ゆ
か
り
・
国
木
田
明
子
・
高
島
晶
彦

蒐
集
と
公
開
の
十
九
世
紀

シ
ー
ボ
ル
ト
が
収
集
し
た
国
絵
図
・
出
版
図
と
和
紙
見
本
帳
に
つ
い
て

研
究
報
告
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そ
の
な
か
で
、
従
来
の
、
日
本
の
学
術
発
展
に
寄
与
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
日
本
を
紹

介
し
た
、
日
本
に
と
っ
て
の
い
わ
ば
恩
人
と
し
て
の

｢

シ
ー
ボ
ル
ト
先
生｣

と
い
う

位
置
づ
け
だ
け
で
な
く
、
十
九
世
紀
の

｢

植
民
地
科
学
者｣

群
の
ひ
と
り
と
し
て
の

シ
ー
ボ
ル
ト
の
評
価
も
ま
た
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ド
イ
ツ
―
日
本
研
究
所
、
江
戸

東
京
博
物
館
、
国
立
民
族
学
博
物
館

『

シ
ー
ボ
ル
ト
父
子
の
み
た
日
本

生
誕
二
〇

〇
年
記
念』

の
展
示
お
よ
び
図
録
出
版

(

ド
イ
ツ
―
日
本
研
究
所
、
一
九
九
六)

は
、

そ
の
ひ
と
つ
の
契
機
を
な
し
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

同
書
に
収
め
ら
れ
た
諸
論
考
は
、
激
動
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
な
か
の
シ
ー
ボ
ル

ト
父
子
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る

(

２)
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
す
で
に
内
実
を
失
っ
て
い
た

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
下
の
教
会
領
ヴ
ュ
ル
ツ
ル
ブ
ル
ク

(

後
に
領
邦
国
家
バ
イ
エ
ル
ン

と
合
併)

に
生
ま
れ

(

一
七
九
六
年)

、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
で
医
学
を
学
ん
だ
。

そ
し
て
、
当
時
の
ド
イ
ツ
諸
邦
の
若
者
に
と
っ
て
選
択
肢
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
オ
ラ

ン
ダ
陸
軍
に
入
隊

(

国
籍
を
移
さ
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
軍
務
に
服
す
る
許
可
を
バ
イ
エ
ル

ン
王
か
ら
得
て
い
る

(

３))

、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
医
師
と
し
て
、
一
八
二
三
年
出

島
に
到
着
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
歴
を
も
つ
シ
ー
ボ
ル
ト
と
い
う
若
者
が
、
な
ぜ
、
日
本
の
膨
大
な

文
物
を
蒐
集
し
ま
た
そ
れ
に
基
づ
い
て
執
筆
す
る
と
い
う
行
為
に
生
涯
の
多
く
の
時

間
を
費
や
す
こ
と
を
選
択
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
個
人
の
純
粋
な
学
問

的
探
究
心
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
、
時
代
背
景
が
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

こ
の
疑
問
に
全
面
的
に
答
え
る
用
意
は
本
稿
に
は
な
い
が
、
後
述
す
る
オ
ラ
ン
ダ

の
国
家
状
況
以
外
に
、
と
り
あ
え
ず
ふ
た
つ
の
前
提
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ひ
と
つ
に
は
、
十
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
自
然
科
学
の
み
な
ら
ず
社
会
科
学
諸
分
野

で
も
設
立
さ
れ
始
め
た
、
学
会
と
い
う
〈
人
間
結
合
様
式
〉
で
あ
り
、
ふ
た
つ
に
は
、

博
物
館
に
代
表
さ
れ
る
公
開
の
〈
場
〉
の
成
立
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
社
会
制
度
や
仕

組
み
を
前
提
に
し
て
、
は
じ
め
て
シ
ー
ボ
ル
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
生
み
出
さ
れ
た
。

民
族
学
・
博
物
館
学
の
成
果
の
な
か
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
大
急
ぎ
で
こ
の
事
情
を

素
描
し
て
み
よ
う
。
大
航
海
時
代
以
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、｢

発
見｣

し
た

｢

未

開｣

民
族
や
文
化
を
ど
う
理
解
し
位
置
づ
け
て
い
く
か
と
い
う
課
題
の
な
か
で
人
類

学
・
民
族
学
的
関
心
が
生
ま
れ
て
い
た
。
十
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
、
こ
れ
ら
は

独
立
し
た
学
問
分
野
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ナ
ポ
レ
オ

ン
戦
争
を
経
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
公
共
博
物
館
の
簇
生
を
み
た
。
公
共
博
物

館
の
誕
生
は
、
一
部
の
エ
リ
ー
ト
の
み
が
享
受
し
て
い
た
貴
重
な
品
々
の
、
民
衆
へ

の
解
放
を
意
味
し
て
い
た
。
同
時
に
、
従
来
の
、
階
級
に
よ
っ
て
峻
別
さ
れ
て
い
た

文
化
か
ら
、
支
配
階
級
が
被
支
配
を
教
化
す
る
公
共
文
化
へ
と
変
化
す
る
な
か
で
、

十
九
世
紀
に
は
、
博
物
館
が
、
国
家
の
文
化
政
策
の
機
能
を
担
う
も
の
と
し
て
明
確

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
の
外
部
に
対
す
る
ま
な
ざ
し
は
、

植
民
地
経
営
・
帝
国
主
義
と
関
わ
っ
て
、
民
族
学
博
物
館
建
設
へ
と
向
か
い
、
内
部

に
対
す
る
そ
れ
は
、
産
業
革
命
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
農
村
や
田
園
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ

ア
―
し
ば
し
ば
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
結
び
つ
く
―
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
十
九
世
紀
後

半
民
俗
学
博
物
館
建
設
へ
と
向
か
っ
た

(

４)

。

シ
ー
ボ
ル
ト
が
赴
任
し
た
バ
タ
フ
ィ
ア
に
は
、
植
民
地
に
お
け
る
科
学
者
集
団
＝

学
会
の
嚆
矢
と
も
い
え
る

｢

バ
タ
フ
ィ
ア
学
芸
協
会｣

が
存
在
し
て
い
た

(

５)

。
そ
し
て
、

出
島
で
シ
ー
ボ
ル
ト
を
迎
え
た
商
館
長
ヤ
ン
・
コ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ン
ホ
フ
は
、
王
立
骨

董
陳
列
館
初
代
館
長
や
東
イ
ン
ド
総
督
か
ら
王
立
骨
董
陳
列
館
列
品
の
蒐
集
の
命
を

帯
び
て
お
り
、
従
来
の
商
館
長
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
使
命
感
を
持
っ
て
い
た
と
指

摘
さ
れ
て
い
る

(

６)

。
当
時
オ
ラ
ン
ダ
は
フ
ラ
ン
ス
の
支
配
か
ら
脱
し
一
八
一
五
年
王
国

と
し
て
独
立
、
国
王
ヴ
ィ
レ
ム
一
世
は
旧
オ
ラ
ン
ダ
統
治
領
の
回
復
に
力
を
注
ぎ
、

東
イ
ン
ド
を
取
り
戻
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本
国
が
独
立
を
失
っ
て
い

た
時
期
も
オ
ラ
ン
ダ
国
旗
を
掲
揚
し
つ
づ
け
た
出
島
は
、
オ
ラ
ン
ダ
国
内
で

｢

感
激

を
も
っ
て
祖
国
同
様
に
語
ら
れ
た｣

。
ブ
ロ
ン
ホ
フ
は
、
日
本
に
つ
い
て
の
包
括
的

な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
作
り
上
げ
、
巨
大
な
出
島
の
模
型
で
王
立
骨
董
陳
列
室
を
飾
っ
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た
の
で
あ
る

(

７)

。

シ
ー
ボ
ル
ト
自
身
、
一
八
二
三
年
の
バ
タ
フ
ィ
ア
政
庁
宛
の
報
告
書
で
、｢

王
立

博
物
館
の
た
め
に
日
本
の
珍
奇
品
の
完
全
な
収
集
を
入
手
す
る
こ
と｣

、
毎
年
論
文

を
バ
タ
フ
ィ
ア
学
芸
協
会
と
オ
ラ
ン
ダ
の
学
会
に
送
付
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。

一
八
二
四
年
に
は

｢
日
本
人
の
完
全
な
骸
骨
を
購
入
し
た
い
か｣

伺
い
を
出
し
て
い

る

(

８)

。い
わ
ゆ
る

｢

シ
ー
ボ
ル
ト
事
件｣

で
一
八
三
〇
年
に
離
日
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、

バ
タ
フ
ィ
ア
を
経
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
帰
っ
た
あ
と
、
バ
イ
エ
ル
ン
国
王
、
オ
ラ
ン
ダ

国
王
、
パ
リ
国
立
図
書
部
長
に
、
そ
れ
ぞ
れ
民
族
学
博
物
館
の
設
立
提
案
・
構
想
提

案
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
オ
ラ
ン
ダ
国
王
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

買
い
上
げ
、
自
宅
で
管
理
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
ラ
イ
デ
ン

｢

日
本
博
物
館｣

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
流
れ
は
、
そ
の
後
一
八
八
三
年
、
王
立
骨
董
陳
列
館
や
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
で
開
催
さ
れ
た
国
際
植
民
地
博
覧
会
の
オ
ラ
ン
ダ
部
門
展
示
物
を
も
吸

収
し
、
一
九
三
七
年

｢

国
立
民
族
学
博
物
館｣

と
命
名
さ
れ
た
。
ラ
イ
デ
ン
の
国
立

民
族
博
物
館
は
、
こ
ん
に
ち
、
世
界
最
初
の
科
学
的
な
民
族
博
物
館
と
し
て
自
認
さ

れ
て
い
る

(

９)

。

シ
ー
ボ
ル
ト
は
二
度
目
の
来
日

(

一
八
五
九
〜
六
二
年)

に
よ
っ
て
形
成
し
た
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
も
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
、
バ
イ
エ
ル
ン
政
府
に
売
却
を
打
診
し
て
い
る
。

後
者
が
興
味
を
示
し
た
た
め
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
移
し
、
王
宮
庭
園

に
隣
接
す
る
旧
絵
画
館
で
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
購
入
の
決
定
が
な
さ

れ
る
前
に
、
展
示
準
備
中
の
罹
患
に
よ
り
死
去
し
た

(

一
八
六
六
年)

。

そ
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
前
後
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
だ
っ
た
民
族
学
博
物
館
が
軒
並

み
展
示
替
え
を
行
っ
た
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
民
族
学
博
物
館
と
い
う
枠
組
み

は
今
日
ま
さ
に
問
い
直
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
一
八
三
二
年
、『

日
本』

を
ラ
イ
デ
ン
で
ド
イ
ツ
語
に
よ
り
自

費
出
版
、
そ
の
後
オ
ラ
ン
ダ
語
版
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
、
ロ
シ
ア
語
版
も
刊
行
し
た
。

一
八
三
四
〜
五
年
に
は
資
金
調
達
を
兼
ね
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
宮
廷
等
を
廻
り
、

予
約
募
集
を
行
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
版
の
予
約
募
集
書
に
は
、
日
本
国

(｢

原

住
民
の
間
で
は

｢

ニ
ッ
ポ
ン｣

と
呼
ば
れ
る｣

と
注
記
さ
れ
て
い
る)

が

｢

旧
世
界

の
極
東
、
危
険
な
海
の
中
に
位
置
し｣

、
長
い
間
ほ
と
ん
ど

(

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
に)

知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
、
十
六
世
紀
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
っ
て
発
見
さ

れ
た
後
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
そ
し
て
ロ
シ
ア
人
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
不
十

分
で
あ
り
、
本
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
シ
ー
ボ
ル
ト
氏
の
研
究
は
、｢

未
知
の
文
明
の

見
事
な
絵
を
私
た
ち
の
目
の
前
で
繰
り
広
げ
る｣

と
書
か
れ
て
い
た

(

�)

。

ラ
イ
デ
ン
大
学
所
蔵
の
国
絵
図
写
・
刊
行
図

ラ
イ
デ
ン
大
学
で
の
絵
図
調
査
は
、
国
絵
図
写

(

本
論
文
末
尾
の
表
２)

・
出
版

図
を
中
心
に
行
っ
た
。

シ
ー
ボ
ル
ト
と
地
図
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
の
引
き
金
と
な
っ

た
日
本
地
図
や
当
時
領
土
問
題
と
な
っ
て
い
た
北
方
図
が
も
っ
ぱ
ら
注
目
さ
れ
て
き

た
が
、
実
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
地
図
へ
の
関
心
は
、
政
治
情
報
の
獲
得
と
い
う
範
囲

を
超
え
て
、
日
本
に
お
け
る
地
理
学
と
歴
史
の
発
展
、
日
本
人
の
自
国
領
土
の
発
見

史
と
い
う
広
い
文
脈
の
な
か
に
あ
っ
た
。

『

日
本

(

�)』

の
著
述
の
中
で
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
日
本
に
お
け
る
陸
地
図
を

｢

わ
れ
わ

れ
の
地
図｣

と
同
じ
く
、(

１)

一
般
地
図
と

(

２)

特
別
地
図
に
分
け
ら
れ
る
と

し
て
い
る
。(

１)

一
般
地
図
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
一
八
二
二
年
江
戸

の
天
文
方
で
作
ら
れ
た
銅
版
の

｢

日
本
国
お
よ
び
隣
接
す
る
ア
ジ
ア
大
陸
の
一
般
地

図｣
(

高
橋
景
保

｢

日
本
辺
界
略
図｣)

、｢

日
本
の
書
店
に
あ
り
、
教
養
あ
る
人
々
の

手
許
に
見
出
さ
れ
る
一
般
地
図｣

(

長
久
保
赤
水

｢

改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図｣)

で

あ
る
。(

２)
特
別
地
図
は
、
特
定
の
地
域
を
描
い
た
も
の
を
指
し
、
印
刷
図
と
手

書
図
が
あ
る
。

手
書
特
別
図
の
第
一
種
は
、｢

土
地
面
積
の
二
万
七
千
分
の
一
か
ら
五
万
分
の
一

( ) シーボルトが収集した国絵図・出版図と和紙見本帳について (杉本・村岡・国木田・高島)47
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と
い
う
異
常
な
ほ
ど
大
き
な
縮
尺
で
作
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
真
に
重

要
な
意
味
を
持
つ
地
形
図｣

、
す
な
わ
ち
、
幕
藩
領
主
が
作
成
さ
せ
た
手
書
国
絵
図

で
あ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、｢

日
本
の
紙
は
強
く
耐
久
性
が
あ
る
た
め
、
な
か
に
は

四
な
い
し
五
平
方
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
巨
大
な
紙
面
に
一
国
を
描
く
こ
と
も
で
き
る｣

と
、
そ
の
支
持
体
の
材
質
と
、
地
図
の
巨
大
さ
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の

種
の
地
図
は
、
各
藩
に
お
い
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
す
で
に
九
世
紀
か
ら
作
成
さ

れ
て
い
る
が
、
彼
が
持
ち
帰
っ
た
の
は
、
前
世
紀

(

十
八
世
紀)

の
も
の
で
あ
り
、

｢

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
も
た
ら
さ
れ
た
、
最
初
の
、
そ
し
て
唯
一
独
特
な
も
の｣

で
あ
る

と
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
手
書
特
別
図
第
二
種
と
し
て
、
二
十
五
万
分
の
一

(

こ
れ
ら
は
よ
り
大
き
い
地
形
図
を
縮
小
し
て
ス
ケ
ッ
チ
し
た
も
の)

が
あ
る
。

シ
ー
ボ
ル
ト
の
記
述
か
ら
は
、
彼
が
、
国
絵
図
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
か

を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
ば
ら
く
、『

日
本』
の
記
述
を
み
て
み
よ
う
。

(

Ａ)

図
の
内
容
は
、

○

山
・
川

(

極
小
の
支
流
に
至
る
ま
で
描
か
れ
て
い
る)

○

森
林
・
叢
林

○

都
市
か
ら
最
小
の
村
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
場
所

○

神
社
・
仏
閣
、
そ
の
他
興
味
あ
る
土
地

○

国
を
区
分
す
る
境
界

○

水
・
陸
路
、
街
道

(

精
確
な
距
離
ご
と
の
里
程
標)

で
あ
り
、

○

す
べ
て
の
自
然
・
人
工
の
産
物
に
は
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
る

○

地
域
を
示
す
名
札

(

そ
の
中
に
宿
場
の
数
、
領
主
の
収
入
額
記
入)

が
あ
る

(

Ｂ)

欠
点
と
し
て
は
、

○

川
の
記
入
が
比
較
的
大
き
す
ぎ
る

○

山
は
山
型
ま
た
は
丘
陵
形
に
描
か
れ
る

○

都
市
そ
の
他
の
場
所
は
そ
の
自
然
の
ま
ま
の
姿
で
は
な
く
、
同
じ
大
き
さ
の
四

角
ま
た
は
卵
形
の
札
の
姿
に
示
さ
れ
る

(

Ｃ)

描
写
の
特
質
と
し
て
は
、

○

仕
上
げ
は
日
本
の
筆
の
精
巧
さ
を
し
め
す

○

輪
郭
は
非
常
に
美
し
く
明
瞭

○

水
や
山
は
淡
い
色
合
い

○

道
や
国
境
は
力
強
く
朱
や
墨
で
記
入

○

字
は
中
国
や
日
本
の
書
を
み
る
の
と
同
様
に
、
書
き
手
の
勤
勉
さ
・
忍
耐
強
さ

を
物
語
る

特
に
、(

Ｂ)

の
欠
点
と
し
て
挙
げ
て
い
る
諸
点
は
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
知
識

人
か
ら
み
た
国
絵
図
の
地
形
・
事
物
描
写
上
の
違
和
感
―
特
質
を
指
し
示
し
て
興
味

深
い
。

こ
ん
に
ち
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
持
ち
帰
っ
た
国
絵
図
写
が
収
蔵

さ
れ
て
い
る
。
国
外
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
で
、
こ
れ
ほ
ど
多
量
の
国
絵
図
写
が
含

ま
れ
て
い
る
も
の
は
、
他
に
例
を
み
な
い
。

今
回
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
マ
テ
イ
・
フ
ォ
ラ
ー
氏
か
ら
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
と
、
前
述
の
商
館
長
ヤ
ン
・
コ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ン
ホ
フ

(

日
本
滞
在
一
八

一
七
〜
一
八
二
三
年)

、
出
島
の
蔵
管
理
責
任
者
オ
ー
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
・
フ
ィ
ッ
セ

ル

(

日
本
滞
在
一
八
二
〇
〜
二
九
年)

の
そ
れ
ぞ
れ
の
収
集
物
と
の
関
係
に
つ
い
て

貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
フ
ォ
ラ
ー
氏
は
す
で
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
収
集
活

動
に
お
い
て
、
ブ
ロ
ン
ホ
フ
、
フ
ィ
ッ
セ
ル
の
収
集
物
が
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
過

程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

(

�)

。
こ
の
た
め
、
調
査
で
は
、
国
絵
図
写
に
つ
い
て
、
シ
ー

ボ
ル
ト
、
ブ
ロ
ン
ホ
フ
、
フ
ィ
ッ
セ
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
の
印
影
確
認
を
お
こ
な
い
、
ブ

ロ
ン
ホ
フ
印
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
印
の
な
い
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
収
集
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
の
国
絵
図
写
を
シ
ー
ボ
ル
ト
が
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で

入
手
し
た
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
書
写
し
た
の
か
、
今
後
の
興
味
あ
る

検
討
課
題
と
言
え
る
。
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ま
た
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
所
蔵
の
出
版
図
に
つ
い
て
は
、、
販
売
当
時
の
袋
が
残
さ

れ
て
い
る
も
の

(

日
本
に
残
さ
れ
た
も
の
か
ら
は
往
々
に
し
て
失
わ
れ
て
い
る)

に

つ
い
て
、
今
回
調
査
対
象
と
し
た
。

国
立
民
族
学
博
物
館
所
蔵

『

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集』

に
つ
い
て

『

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集』

(

架
番
号
１
―
３
０
６
０)

は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
、
大

坂
で
購
入
し
た
紙
類
を
、
各
一
枚
づ
つ
取
り
出
し
、
袖
部
分
を
和
綴
じ
で
冊
子
と
し

て
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

科
研

｢

地
図
史
料
学
の
構
築｣

は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
絵
図
作
成
に
使
用
さ
れ

た
材
料
の
検
討
を
共
同
研
究
の
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
る
。
稲
葉
政
満
氏
の
ご
教

示
に
よ
り

『

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集』

の
存
在
を
知
り
、
購
入
場
所
・
時
期
が
明
確

な
和
紙
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
こ
の
材
料
研
究
の
重
要
な
て
が
か
り
を
与
え
て
く

れ
る
も
の
と
考
え
、
フ
ォ
ラ
ー
氏
に
お
願
い
し
、
調
査
の
ご
許
可
を
い
た
だ
い
た
。

本
史
料
の
第
一
に
重
要
な
点
は
、
表
紙
に
あ
わ
せ
て
各
紙
を
裁
断
す
る
こ
と
は
せ

ず
、
折
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
さ
を
そ
ろ
え
る
な
ど
、
大
き
さ
も
含
め
、
原
型

を
で
き
る
だ
け
改
変
せ
ず
に
、
綴
じ
こ
む
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た

だ
し
、
各
紙
の
袖
部
分
は
切
断
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
紙
を
染
め
る
際
の
固
定

枠
の
痕
跡
が
み
と
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
部
分
の
切
断
も
最

小
限
に
と
ど
め
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
に
残
さ
れ
た
紙
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
な
か
で
、
裏
打
ち
な
ど
の
処
理
を
施
さ
れ
ず
、
原
型
を
生
か
し
た
か
た
ち
で
伝
え

ら
れ
て
き
た
点
は
、
本
史
料
の
研
究
対
象
と
し
て
の
大
き
な
利
点
と
い
え
る
。

な
お

｢

諸
国
・
・
・｣

に
綴
じ
る
た
め
、
一
枚
づ
つ
抜
き
取
っ
た
元
の
紙
束
も
現

存
し
て
い
る
が
、
今
回
は
調
査
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
本
史
料
の
特
徴
の
ふ
た
つ
め
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
各
紙
の
産
地
と
紙
名

称
が
、
紙
に
直
接
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
研
究
に
お
い
て
近
年
進

め
ら
れ
て
い
る
紙
研
究
の
困
難
性
は
、
文
献
史
料
に
記
さ
れ
た
紙
名
称
と
、
現
在
残

さ
れ
た
紙
の
照
合
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
こ
と
の
持
つ
意
味
は
重
要
で
あ

る
。し

か
も
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
あ
る
と
い
う
特
徴

(

表
４)

を
も
っ
て
い
る
。
通
常

の
漢
字
表
記
で
は
窺
う
こ
と
の
で
き
な
い
、
書
き
付
け
ら
れ
た
時
点
の
音
声
に
よ
る

読
み
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
貴
重
で
あ
る
。

[

註]

(

１)

講
談
社
学
術
局
・
臨
川
書
店
出
版
部
編

『

シ
ー
ボ
ル
ト

『

日
本』

の
研
究
と
解
説』

(

講
談
社
、
一
九
七
七)

、
斉
藤
信

｢

シ
ー
ボ
ル
ト

『

日
本』

の
最
終
刊
行
年
と
そ
の

全
体
構
想
に
つ
い
て｣

(

シ
ー
ボ
ル
ト『

日
本』

第
六
巻
、
雄
松
堂
書
店
、
一
九
七
九)

。

注(

12)

参
照
。

(

２)

同
書
の
マ
テ
イ
・
フ
ォ
ラ
ー

｢

ラ
イ
デ
ン
王
立
民
族
学
博
物
館
に
お
け
る
シ
ー
ボ

ル
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て｣

、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー

｢

三
人
の

｢

日
本
の

シ
ー
ボ
ル
ト｣

の
生
涯
と
業
績｣

。
マ
テ
イ
・
フ
ォ
ラ
ー｢

ブ
ロ
ン
ホ
フ
の
見
た
日
本
・

見
せ
た
か
っ
た
日
本｣

(

西
和
夫
編

『

建
築
史
の
回
り
舞
台
―
時
代
と
デ
ザ
イ
ン
を
語

る』
(

彰
国
社
、
一
九
九
九)

(

３)

緒
方
富
雄

｢

シ
ー
ボ
ル
ト
とN

IP
P
O
N

―
概
説｣

(

前
掲

『

シ
ー
ボ
ル
ト

『

日
本』

の
研
究
と
解
説』)

(

４)

高
橋
雄
造

『

博
物
館
の
歴
史』

(

法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
八)

(

５)

塚
原
東
吾
・
篠
田
真
理
子
・
伊
藤
憲
二
・
松
村
紀
明
・
綾
部
広
則
・
柿
原
泰
・
本

間
栄
男
・
杉
山
滋
郎

｢

科
学
史
の
側
面
か
ら
再
検
討
し
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・

フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
科
学
的
活
動
―
植
民
地
科
学
、
ベ
ー
コ
ニ
ア
ン
科
学
、
フ

ン
ボ
ル
テ
ィ
ア
ン
科
学
と
シ
ー
ボ
ル
ト
の
科
学
的
活
動
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
試
論｣

(『
鳴
滝
紀
要』

六
、
一
九
九
六)

(

６)
松
井
洋
子

｢

商
館
長
ブ
ロ
ン
ホ
フ
と
そ
の
江
戸
参
府｣

『

オ
ラ
ン
ダ
に
渡
っ
た
大
工

道
具』
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
〇
年)

(

７)

前
掲
マ
テ
イ
・
フ
ォ
ラ
ー

｢

ブ
ロ
ン
ホ
フ
の
見
た
日
本
・
見
せ
た
か
っ
た
日
本｣

(

８)

栗
原
福
也

｢
出
島
か
ら
バ
タ
フ
ィ
ア
へ
―
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本
調
査
報

告
書
一
八
二
三
、
二
四
年｣

(『

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
紀
要』

一
〇
、
二
〇
〇
〇)

( ) シーボルトが収集した国絵図・出版図と和紙見本帳について (杉本・村岡・国木田・高島)49
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(
９)

ウ
ィ
レ
ム
・
Ｒ
・
フ
ァ
ン
・
ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク

｢

ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
小

史｣
(

京
都
国
立
博
物
館
・
東
京
国
立
博
物
館
・
朝
日
新
聞
社
編

『

シ
ー
ボ
ル
ト
と
日

本』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
八)

、
ア
ル
レ
ッ
テ
・
カ
ウ
ヴ
ェ
ン
ホ
ー
フ
ェ
ン
、
マ
テ

イ
・
フ
ォ
ラ
ー

『

シ
ー
ボ
ル
ト
と
日
本

そ
の
生
涯
と
仕
事』

(H
otei

出
版
、
二
〇

〇
五)

、
吉
田
憲
司

『

文
化
の

｢

発
見｣』

(

岩
波
書
店
、
一
九
九
九)

(

10)

竹
沢
尚
一
郎

｢
民
族
学
博
物
館
の
現
在
―
民
族
学
博
物
館
は
二
一
世
紀
に
存
在
し

う
る
か｣

(『

国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告』

二
八
、
二
〇
〇
三)

(

11)

以
上
、『

日
本』

出
版
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
克
則

『

シ
ー
ボ
ル
ト

『

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ』

の
色
つ
き
図
版』

(『

九
州
大
学
総
合
研
究
博
物
館
研
究
報
告』

五
、
二
〇
〇
七)

・
同

『

シ
ー
ボ
ル
ト

『

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ』
の
フ
ラ
ン
ス
語
版』

(『

九
州
大
学
総
合
研
究
博
物

館
研
究
報
告』

六
、
二
〇
〇
八)

(

12)

シ
ー
ボ
ル
ト

『

日
本』

第
一
巻

(

中
井
晶
夫
、
雄
山
堂
書
店
、
一
九
七
七
年)

。
注

１
に
示
し
た

『

シ
ー
ボ
ル
ト

『

日
本』

の
研
究
と
解
説』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
緒
方

富
雄
・
藤
田
喜
六
論
文
お
よ
び
斉
藤
信
論
文
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『

日
本』

は
元
来
仮
綴
本
で
分
冊
し
て
出
版
さ
れ
、
現
存
す
る
も
の
に
完
全
に
同
一
の
も
の
は

存
在
し
な
い
。
シ
ー
ボ
ル
ト
自
身
が
既
刊
分
を
ま
と
め
て
出
版
し
た
は
ず
の
再
刊
分

の
現
存
は
確
認
し
え
て
い
な
い
。
シ
ー
ボ
ル
ト
の
子
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
ら
に
よ
り
出

版
さ
れ
た
縮
刷
版
に
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
に
よ
る
加
筆
の
部
分
が
あ
る
。
雄
山
堂

に
よ
る
訳
本
は
こ
の
事
情
を
考
慮
し
、
日
蘭
学
会
に
よ
る
初
版
本
・
三
版
本
を
交
え

た
復
刻
本
を
、
さ
ら
に
順
序
な
ど
を
変
更
し
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

(

13)
｢

ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
蒐
蔵
日
本
美
術
の
来
歴｣

『

秘
蔵
日
本
美
術
大
観

九

ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館』

(

便
利
堂
、
一
九
九
三)

、
フ
ォ
ラ
ー
前
掲
論

文
。

な
お
、
本
章
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
関
す
る
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
沓

沢
宣
賢
氏

(｢

シ
ー
ボ
ル
ト
研
究
史
概
観｣

(『

季
刊
日
本
思
想
史』)

五
五
、
一
九
九
九)

、

松
井
洋
子
氏
か
ら
、
文
化
人
類
学
と
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
晃
氏
か
ら
貴
重
な
ご

教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。

(

一
章
執
筆

杉
本
史
子)

二

ラ
イ
デ
ン
大
学
所
蔵
国
絵
図
―
色
料
と
描
写

二
〇
〇
七
年
九
月
十
七
日
か
ら
九
月
二
十
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、
ラ
イ
デ
ン
大

学
図
書
館
所
蔵
絵
図
調
査
の
内
、
国
絵
図
十
七
点
を
色
料
と
描
写
を
中
心
に
調
査
を

行
っ
た
。

調
査
の
内
容
は
、
海
・
川
・
山
・
境
界
線
・
村
形
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
を
裸
眼
と
計

測
顕
微
鏡

(

ピ
ー
ク
・
ワ
イ
ド
・
ス
タ
ン
ド
・
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
×
100

東
海
産

業
社
製)

を
使
用
し
た
目
視
で
の
観
察
を
行
い
、
同
地
点
を
計
測
顕
微
鏡
で
撮
影
を

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
目
視
の
み
の
調
査
で
あ
っ
た
た
め
、
部
屋
の
照
明

等
の
影
響
で
色
の
印
象
が
変
化
し
た
こ
と
か
ら
、
色
料
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
り
、
す
べ
て
推
定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

文
中
の
色
料
の
表
記
は
、
色
の
推
定
が
行
え
た
も
の
は
色
料
名
を
記
し
、
不
明
な

も
の
は
一
般
的
な
色
の
名
称
と
し
た
。

調
査
し
た
絵
図
の
彩
色
は
、
全
体
的
に
淡
彩
で
彩
色
さ
れ
た
印
象
が
あ
る
。
推
定

使
用
色
料
は
、
主
に
墨
・
朱
・
藍
・
胡
粉
・
丹
・
藤
黄
・
ベ
ン
ガ
ラ
・
臙
脂
の
単
色

使
用
か
、
二
色
か
三
色
を
使
用
し
た
重
ね
塗
り
や
混
色
使
用
で
あ
る
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
緑
青
や
草
の
汁

(

藍
と
藤
黄
の
混
色)

、
藍
と
推
定
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
緑

色
や
青
色
、
ま
た
混
色
の
可
能
性
が
低
く
、
単
色
と
推
定
さ
れ
る
紫
色
の
色
料
が
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
は
、
本
文
中
のSer.

284

播
磨
国
絵
図
、Ser.

289

備
中
国
絵
図
、

Ser.255

山
城
国
絵
図
、Ser.260

河
内
国
絵
図
に
確
認
さ
れ
、｢

緑
色｣

｢

青
色｣

｢
紫
色｣

と
表
記
し
た
。

今
回
の
報
告
は
、
推
定
色
料
な
ど
の
調
査
概
要
を
絵
図
ご
と
に
紹
介
す
る
も
の
で

あ
る
。

な
お
、
計
測
顕
微
鏡
撮
影
は
橋
本
暁
子
氏
が
行
っ
た
。

Ser.271

近
江
国
絵
図

一
紙
を
南
北
を
境
に
東
と
西
部
分
に
二
紙
と
し
て
分
け
ら
れ
、
折
図
と
し
て
保
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存
さ
れ
て
い
る
。
地
色
は
少
し
黄
ば
み
が
あ
り
、
張
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

山
／
草
の
汁
か

[

図
１
・
２]

、
道
／
朱
か

[

図
３
・
４]

、
湖
／
藍
か

[

図
５
・

６]

、
三
井
寺
／
藤
黄
か
、
村
形

(

高
嶋
郡)

／
丹
か
、
村
形

(

浅
井
郡)

／
ベ
ン

ガ
ラ
か
、
村
形

(

伊
香
郡)

／
藤
黄
＋
丹
か
、
村
形

(

志
賀
郡)

／
青
味
強
い
草
の

汁
か
、
村
形

(
栗
本
郡)

／
藍
少
な
め
の
草
の
汁
か
、
村
形

(

坂
田
郡)

／
藤
黄
か
、

村
形

(

犬
上
郡)

／
薄
い
ベ
ン
ガ
ラ
か
、
村
形

(

愛
知
郡)

／
丹
＋
胡
粉
か
、
村
形

(

神
崎
郡)

／
藤
黄
＋
胡
粉
か
、
村
形

(

蒲
生
郡)

／
藍
＋
胡
粉
か
、
村
形

(

甲
賀

郡)

／
薄
墨
か
、
村
形

(

野
洲
郡)
／
薄
墨
か

Ser.273

能
登
国
絵
図

[

図
９]

村
形
は
各
円
の
中
に
着
色
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
円
周
部
分
に
着
色

が
行
わ
れ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

海
岸
／
藤
黄
か

[

図
７
・
８]

、
道
／
朱
か
、
屋
根
／
ベ
ン
ガ
ラ
か
、
葉
／
草
の

( ) シーボルトが収集した国絵図・出版図と和紙見本帳について (杉本・村岡・国木田・高島)51

図１ 『Ser.271 近江国絵図』
山部分

図３ 『Ser.271 近江国絵図』
道部分

図５ 『Ser.271 近江国絵図』
湖部分

図２ 『Ser.271 近江国絵図』
山部分顕微鏡写真

図４ 『Ser.271 近江国絵図』
道部分顕微鏡写真

図６ 『Ser.271 近江国絵図』
湖部分顕微鏡写真

図７ 『Ser.273 能登国絵図』
海岸部分

図８ 『Ser.273 能登国絵図』
海岸部分顕微鏡写真

図10 『Ser.273 能登国絵図』
へくら嶋部分

図11 『Ser.273 能登国絵図』
へくら嶋部分顕微鏡写真

図９ 『Ser.273 能登国絵図』
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汁
か
、
海
／
藍
と
胡
粉

か
、
へ
く
ら
嶋
／
藤
黄

＋
丹
と
墨
か

[

図
10
・

11]

、
村
形
の
円
周
線

／
胡
粉
か
・
墨
と
藍
か
・

緑
青
か
、
村
形

(

今
田

村)

の
円
周
線
／
緑
青

か
、
村
形

(

守
浦
村)

の
円
周
線
／
藤
黄
か

[

図
12
・
13]

、
村
形

(

時
岡
村)

／

藍
か

Ser.275

佐
渡
国
絵
図

一
紙
を
北
西
と
南
東
部
分
に
二
紙
と
し
て
分
け
ら
れ
、
折
図
と
し
て
保
存
さ
れ

て
い
る
。
凡
例
は
東
寄
り
の
中
程
に
示
さ
れ
て
い
る
。

海
／
藍
か
、
屋
根
／
ベ
ン
ガ
ラ
＋
墨
か
、
葉
／
草
の
汁
か
、
山
／
草
の
汁
か
、
道

／
朱
か
、
波
／
藍
か
、

村
形

(
芝
野
村)

／
丹

か
、
村
形

(

二
見
村)

／
臙
脂
か
、
村
形

(

加

茂
村)

／
藤
黄
か
、
凡

例

(

雑
太
郡)

／
臙
脂

か

[

図
14
・
15]

、
凡

例

(

加
茂
郡)

／
藤
黄
か
、
凡
例

(

羽
茂
郡)

／
丹
＋
胡
粉
か

Ser.282

石
見
国
絵
図

一
紙
を
南
、
西
東
と
北
部
分
に
三
紙
と
し
て
分
け
ら
れ
、
折
図
と
し
て
保
存
さ
れ

て
い
る
。

山
／
草
の
汁
か
、
道
／
朱
か
、
葉
／
緑
青
か

[

図
16
・
17]

、
幹
／
ベ
ン
ガ
ラ
と

墨
か
、
カ
ラ
嶋
／
藍
か
、
川
／
藍
か
、
安
濃
郡
／
藍
＋
胡
粉
か
、
近
摩
郡
／
丹
か
、

鹿
足
郡
／
藍
か
、
色
智
郡
／
藤
黄
か
、
那
賀
郡
／
藤
黄
＋
墨
か
、
美
濃
郡
／
丹
＋

藤
黄
＋
胡
粉
か
、
濱
田
城
／
朱
か
、
津
和
野
城
／
朱
か

Ser.284

播
磨
国
絵
図

[

図
18]

山
／
緑
色
、
海
／
青
色

[

図
19
・
20]

、
加
古
郡
／
藤
黄
か
、
印
南
郡
／
ベ
ン
ガ

ラ
か
、
加
西
郡
／
藤
黄
＋
胡
粉
か
、
加
東
郡
／
黄
緑
色
、
佐
用
郡
／
朱
＋
墨
か
、

三
木
郡
／
不
明
、
神

西
郡
／
藍
＋
丹
か
、

赤
穂
郡
／
藍
＋
胡
粉

か
、
多
可
郡
／
丹
＋

藤
黄
か
、
明
石
郡
／

丹
か
、
楫
西
郡
／
丹

＋
藤
黄
＋
墨
か
、
楫

東
郡
／
不
明
、
餝
西

郡
／
藍
＋
藤
黄
か
、

餝
東
郡
／
緑
色
、
完

栗
郡
／
薄
墨
か
、
備

前
国
／
丹
＋
藤
黄
＋

墨
か
、
美
作
国
／
藤

黄
か
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図16 『Ser.282 石見国絵図』
葉部分

図17 『Ser.282 石見国絵図』
葉部分顕微鏡写真

図12 『Ser.273 能登国絵図』
守浦村の円周線部分

図13 『Ser.273 能登国絵図』
守浦村の円周線部分顕微鏡写真

図18 『Ser.284 播磨国絵図』

図14 『Ser.275 佐渡国絵図』
凡例 (雑太郡) 部分

図15 『Ser.275 佐渡国絵図』
凡例 (雑太郡)部分顕微鏡写真
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Ser.287

美
作
国
絵
図

山
／
草
の
汁
か

[

図
21
・
22]

、
葉
／
緑
青
か
、
幹
／
朱
＋
墨
か
、
川
／
藍
か
、

津
山
城
／
朱
か
、
勝
南
郡
／
藍
＋
胡
粉
か
、
英
田
郡
／
丹
＋
藤
黄
＋
胡
粉
か
、
吉

野
郡
／
丹
＋
藤
黄
＋
藍
か
、
久
米
南
條
郡
／
草
の
汁
か
、
久
米
北
條
郡
／
藤
黄
か
、

勝
北
郡
／
丹
＋
藤
黄
か
、
真
嶋
郡
／
朱
＋
墨
か
、
西
々
條
郡
／
藍
か
、
西
北
條
郡

／
ベ
ン
ガ
ラ
か
、
大

庭
郡
／
藤
黄
＋
墨
か
、

東
南
條
郡
／
藤
黄
＋

胡
粉
か
、
東
北
條
郡

／
朱
か

Ser.288

備
前
国
絵
図

幹
／
墨
と
岱
赭
か
、
葉
／
墨
と
草
の
汁
か

[

図
23
・
24]

、
川
／
藍
か

[

図
25
・

26]

、
岡
山
城
／
朱
か

[

図
27
・
28]

、
海
／
藍
か
、
山
／
草
の
汁
、
道
／
朱
か
、

村
形

(

岩
生
郡)

／
墨
か
、
村
形

(

三
野
郡)

／
丹
か
、
村
形

(

児
島
郡)

／
丹
＋

藤
黄
＋
胡
粉
か
、
村
形

(

上
東
郡)

／
草
の
汁
か
、
村
形

(

上
道
郡)

／
藤
黄
か
、

村
形

(

赤
坂
郡)

／
藍
か
、
村
形

(

津
高
郡)

／
藍
＋
丹
か
、
美
作
境
／
藤
黄
か

Ser.289

備
中
国
絵
図

[

口
絵
１]

海
／
藍
か

[

口
絵
２
・
３]

、
山
／
深
緑
色
の
上
に
草
の
汁
と
墨
か
、
道
／
朱
か
、

川
／
藍
か
、
下
道
郡
の
古
城
／
藍
と
黄
土
か
藤
黄
＋
胡
粉
か
、
村
形

(

阿
賀
郡)

／
藍
＋
胡
粉
か
、
村
形

(

川
上
郡)

／
丹
か

[

口
絵
４
・
５]

、
村
形

(

後
月
郡)

／
草
の
汁
の
上
に
白
緑
か
、
村
形

(

小
田
野
郡)

／
臙
脂
か
、
村
形

(

下
道
郡)

／

丹
＋
藤
黄
＋
胡
粉
か
、
村
形

(

加
陽
郡)

／
白
緑
＋
胡
粉
か
、
村
形

(

窪
田
郡)

／

藤
黄
か
、
村
形

(

上
房
郡)

／
草
の
汁
か
、
村
形

(

浅
江
郡)

／
朱
＋
墨
か
、
村
形

(
哲
田
郡)

／
藍
＋
丹
＋
胡
粉
か
、
村
形

(

都
宇
郡)

／
藤
黄
＋
墨
か

Ser.290
淡
路
国
絵
図

海
／
藍

[
図
29
・
30]

か
、
山
／
藍
か
、
航
路
／
朱
か
、
川
／
藍
か
、
岩
／
草
の

汁
と
丹
＋
藤
黄
か
、
葉
／
草
の
汁
と
墨
か
、
村
形

(

三
原
郡)

／
丹
＋
藤
黄
か
、

村
形

(

津
那
郡)

／
藍
か

( ) シーボルトが収集した国絵図・出版図と和紙見本帳について (杉本・村岡・国木田・高島)53

図20 『Ser.284 播磨国絵図』
海部分顕微鏡写真

図19 『Ser.284 播磨国絵図』
海部分

図21 『Ser.287 美作国絵図』
山部分

図22 『Ser.287 美作国絵図』
山部分顕微鏡写真

図23 『Ser.288 備前国絵図』
葉部分

図25 『Ser.288 備前国絵図』
川部分

図27 『Ser.288 備前国絵図』
岡山城部分

図24 『Ser.288 備前国絵図』
葉部分顕微鏡写真

図26 『Ser.288 備前国絵図』
川部分顕微鏡写真

図28 『Ser.288 備前国絵図』
岡山城部分顕微鏡写真

Ⓒ2009 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo) 
The University of Tokyo



Ser.255

山
城
国
絵
図

葉
／
緑
色

[

図
31
・
32]

、
内
裏
／
丹
＋
藤
黄
か

[

図
33
・
34]

、
山
／
緑
色

[

図

35
・
36]

、
淀
／
朱
か
、
幹
／
ベ
ン
ガ
ラ
か
、
道
／
朱
か
、
屋
根

(

寺)

／
薄
墨
か
、

城
／
朱
か
、
川
／
藍
か
、
凡
例
―
村
形(

綴
喜
郡)

／
藍
＋
胡
粉
か
、
伏
見
／
紫
色
、

丹
波
国
／
藤
黄
か
、
凡
例
―
村
形(

愛
宕
郡)

／
丹
か
、
凡
例
―
村
形(

宇
治
郡)

／

ベ
ン
ガ
ラ
＋
墨
か
、
凡
例
―
村
形(

乙
訓
郡)

／
丹
か
、
凡
例
―
村
形(

葛
野
郡)

／

藤
黄
＋
胡
粉
か
、
凡
例
―
村
形(

紀
伊
郡)

／
墨
＋
胡
粉
＋
丹
か
、
凡
例
―
村
形

(

久
世
郡)

／
朱
か
、
凡
例
―
村
形(

相
楽
郡)

／
藤
黄
か

Ser.258

大
和
国
絵
図

川
／
藍
か[

図
37
・
38]

、
山
／
藍
か[

図
39
・
40]

、
葉
／
緑
青
か[

図
41
・
42]

、

吉
野
の
桜
／
胡
粉
か
、
吉
野
の
桜
の
葉
／
緑
青
か
、
村
形(

宇
多
郡)

／
朱
か
、
村

形(

宇
知
郡)

／
丹
＋
藤
黄
＋
墨
か
、
村
形(

葛
下
郡)

／
藍
＋
胡
粉
か
、
村
形(

葛

下
郡)

／
藍
＋
胡
粉
か
、
村
形(

吉
野
郡)

／
藤
黄
か
、
村
形(

高
市
郡)

／
草
の
汁

か
、
村
形(

山
邊
郡)

／
丹
＋
藤
黄
＋
胡
粉
か
、
村
形(

式
下
郡)

／
丹
＋
墨
か
、
村

形(

式
上
郡)

／
薄
墨
＋
不
明
か
、
村
形(

十
市
郡)

／
丹
＋
藤
黄
か
、
村
形(

添
下

郡)

／
藤
黄
＋
胡
粉
か
、
村
形(

添
上
郡)

／
丹
＋
藤
黄
か
、
村
形(

忍
海
郡)

／
薄

墨
か
、
村
形(

平
群
郡)

／
丹
か
、
村
形(

廣
瀬
郡)

／
薄
墨
か

東京大学史料編纂所研究紀要 第19号 2009年３月 ( )54

図29 『Ser.290 淡路国絵図』
海部分

図30 『Ser.290 淡路国絵図』
海部分顕微鏡写真

図31 『Ser.255 山城国絵図』
葉部分

図33 『Ser.255 山城国絵図』
内裏部分

図35 『Ser.255 山城国絵図』
山部分

図32 『Ser.255 山城国絵図』
葉部分顕微鏡写真

図34 『Ser.255 山城国絵図』
内裏部分顕微鏡写真

図36 『Ser.255 山城国絵図』
山部分顕微鏡写真

図37 『Ser.258 大和国絵図』
川部分

図39 『Ser.258 大和国絵図』
山部分

図41 『Ser.258 大和国絵図』
葉部分

図38 『Ser.258 大和国絵図』
川部分顕微鏡写真

図40 『Ser.258 大和国絵図』
山部分顕微鏡写真

図42 『Ser.258 大和国絵図』
葉部分顕微鏡写真

Ⓒ2009 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo) 
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Ser.260

河
内
国
絵
図

山
／
草
の
汁
か
、
葉
／
藤
黄
＋
白
緑
か

[

図
43
・
44]

、
村
形(

安
宿
部
郡)

墨
＋

藤
黄
か
、
村
形(

安
宿
部
郡)

墨
＋
藤
黄
か
、
村
形(

安
宿
部
郡)

墨
＋
藤
黄
か
、
村

形(

安
宿
部
郡)
墨
＋
藤
黄
か
、
村
形(

茨
田
郡)

墨
＋
藤
黄
か
、
村
形(

河
内
郡)

朱

＋
墨
か
、
村
形(
錦
部
郡)

藤
黄
か
、
村
形(

古
市
郡)

藍
＋
藤
黄
か
、
村
形(

交
野

郡)

藤
黄
＋
胡
粉
か
、
村
形(

高
安
郡)

藤
黄
＋
胡
粉
か
、
村
形(

讃
良
郡)

丹
＋
墨

か
、
村
形(

志
紀
郡)

藍
＋
胡
粉
か
、
村
形(

若
江
郡)

緑
色
、
村
形(

舟
南
郡)

墨
か
、

村
形(

舟
北
郡)

朱
か
、
村
形(
渋
川
郡)

緑
色
＋
藤
黄
か
、
村
形(

石
川
郡)

丹
か
、

村
形(

大
県
郡)

藤
黄
か
、
村
形(
八
上
郡)

墨
＋
藤
黄
か

Ser.262

和
泉
国
絵
図

[

図
45]

葉
／
草
の
汁
か
、
山
／
草
の
汁
か
、
海
／
藍
か
、
城

(

岸
和
田
城)

／
朱
か

[

図

46
・
47]

、
境
界
線
／
朱
か
、

川
／
藍
か
、
幹
／
朱
か
、
凡
例
―

村
形(

大
島
郡)

／
ベ
ン
ガ
ラ
か
、

凡
例
―
村
形(

和
泉
郡)

／
藤
黄

か
、
凡
例
―
村
形(

南
部
郡)

／

藍
＋
胡
粉
か
、
凡
例
―
村
形

(

日
根
郡)

／
丹
か

( ) シーボルトが収集した国絵図・出版図と和紙見本帳について (杉本・村岡・国木田・高島)55

図43 『Ser.260 河内国絵図』
葉部分

図44 『Ser.260 河内国絵図』
葉部分顕微鏡写真

図45 『Ser.262 和泉国絵図』

図46 『Ser.262 和泉国絵図』
城部分

図47 『Ser.262 和泉国絵図』
城部分部分顕微鏡写真
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Ser.265

志
摩
国
絵
図

海
／
藍
か
、
山
／
草
の
汁
か

[

図
48
・
49]

、
葉
／
草
の
汁
か

[

図
50
・
51]

、
城

／
朱
か

[
図
52
・
53]

、
土
塁
／
草
の
汁
、
城
下
の
道
／
藤
黄
か
、
道
／
朱
か
、

山
／
草
の
汁
と
藤
黄
か
、
釈
迦
堂
／
藍
か
、
甲
加
村
／
藤
黄
か
、
甲
府
村
／
丹
＋

藤
黄
か
、
松
尾
村
／
墨
＋
藤
黄
か
、
参
河
国
／
丹
か

Ser.266

尾
張
国
絵
図

一
紙
を
南
北
を
境
に
東
と
西
部
分
に
二
紙
と
し
て
分
け
ら
れ
、
折
図
と
し
て
保

存
さ
れ
て
い
る
。

海
／
藍
か
、
山
／
草
の
汁
と
藤
黄
か

[

図
54
・
55]

、
葉
／
草
の
汁
と
墨
か
、
道

／
丹
か
、
幹
／
丹
か
、
城
／
朱
か
、
川
／
藍
か
、
村
形(

愛
智
郡)

／
藤
黄
か
、
村

形(

春
日
井
郡)

／
藍
か
、
村
形(

海
西
郡)

／
草
の
汁
か
、
村
形(

海
東
郡)

／
丹
か
、

村
形(

葉
栗
郡)

／
朱
＋
墨
か

Ser.270

阿
波
国
絵
図

[

図
56]

海
／
藍
か
、
境
界
線
／
朱
か
、
山
／
草
の
汁
か
、
葉
／
墨
と
草
の
汁
か
、
村
形

(

勝
浦
郡)

／
丹
か
、
村
形(

板
野
郡)

／
朱
＋
墨
か
、
村
形(

名
西
郡)

／
藍
か

[

図

東京大学史料編纂所研究紀要 第19号 2009年３月 ( )56

図54 『Ser.266 尾張国絵図』
山部分

図55 『Ser.266 尾張国絵図』
山部分顕微鏡写真分

図48 『Ser.265 志摩国絵図』
山部分

図50 『Ser.265 志摩国絵図』
葉部分

図52 『Ser.265 志摩国絵図』
城部分

図49 『Ser.265 志摩国絵図』
山部分顕微鏡写真

図51 『Ser.265 志摩国絵図』
葉部分顕微鏡写真

図53 『Ser.265 志摩国絵図』
城部分顕微鏡写真

図56 『Ser.270 阿波国絵図』
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57
・
58]

、
村
形(

名
東
郡)

／
朱
＋
墨
か
、
村
形(

阿
波
郡)

／
薄
墨
か
、
村
形(

麻

相
郡)
／
墨
か
、
村
形(

三
好
郡)

／
墨
か
、
村
形(

巻
馬
郡)

／
朱
＋
墨
か

Ser.267

参
河
国
絵
図

海
／
藍
か
、
橋
／
朱
か

[

図
59
・
60]

、
山
／
草
の
汁
か

[

図
61
・
62]

、
屋
根
／

ベ
ン
ガ
ラ
か
、
葉
／
草
の
汁
と
墨
か
、
幹
／
ベ
ン
ガ
ラ
か
、
村
形(

幡
豆
郡)

／
朱

＋
墨
＋
胡
粉
か
、
村
形(

碧
海
郡)

／
臙
脂
か
、
村
形(

加
茂
郡)

／
藤
黄
か
、
村
形

(

額
田
郡)

／
藤
黄
＋
胡
粉
か
、
村
形(

窪
飯
郡)

／
草
の
汁
か
、
村
形(

設
余
郡)

／

丹
か

[

図
63
・
64]

、
村
形(

八
名
郡)

／
藤
黄
＋
胡
粉
か
、
村
形(

渥
美
郡)

／
朱

＋
墨
か

(

二
章
執
筆

村
岡
ゆ
か
り)

三

ラ
イ
デ
ン
大
学
所
蔵
袋
付
の
刊
行
図
に
つ
い
て

袋

販
売
時
の
原
形
態

昨
秋
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
蔵

｢

シ
ー
ボ
ル
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン｣

中
の
古
地
図

を
見
る
機
会
を
得
て
、
袋
付
の
刊
行
図
の
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
文
政
六
年

(

一
八
二
三)

七
月
に
来
日
し
、
い
わ
ゆ
る

｢

シ
ー

ボ
ル
ト
事
件｣

で
文
政
十
二
年

(

一
八
二
九)

十
二
月
日
本
よ
り
追
放
さ
れ
る
。
し

か
し
、
安
政
五
年

(

一
八
五
八)

逐
放
令
が
撤
去
さ
れ
、
翌
六
年
再
来
日
し
、
文
久

二
年

(

一
八
六
二)

オ
ラ
ン
ダ
へ
帰
国
し
た
。
一
八
六
六
年
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
て
病
没

(

１)

。

つ
ま
り
、
シ
ー
ボ
ル
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
地
図
は
、
収
集
期
間
が
限
定
さ
れ
、
ま
た

収
集
時
の
状
態
を
保
っ
て
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
日
本
国
内
で
複
数
の
所
蔵
者
の
手
を
経
た
地
図
と
比
べ
れ
ば
、
元
の

状
態
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
江
戸
時
代
に
地
図
が
ど
の
よ
う
な
形
で

売
ら
れ
て
い
た
の
か
は
、
不
明
な
点
が
多
い
。
も
し
販
売
時
に
袋
が
付
い
て
い
た
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
袋
も
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
は
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
わ
け
で
あ
る
。

地
図
の
袋
に
つ
い
て

書
誌
学
で
は
、
本
の
袋
を

｢

書
袋

(

２)｣

と
呼
ん
で
お
り
、
地
図
の
袋
も
、
本
と
同
様

と
思
わ
れ
る
。｢
袋｣

と
い
っ
た
が
、
様
々
な
形
が
あ
る
。
管
見
す
る
限
り
、
底
が

つ
か
な
い
巻
き
紙
状
の
も
の

(

仮
に

｢

Ａ
タ
イ
プ｣

と
名
づ
け
る)

が
大
半
で
あ
る
。

底
が
つ
い
た
今
で
言
う
袋

(｢

Ｂ
タ
イ
プ｣)

は
少
な
い
。
他
に
、
底
だ
け
で
な
く
蓋

( ) シーボルトが収集した国絵図・出版図と和紙見本帳について (杉本・村岡・国木田・高島)57

図57 『Ser.270 阿波国絵図』
村形 (名西郡) 部分

図58 『Ser.270 阿波国絵図』
村形 (名西郡) 部分顕微鏡写真分

図59 『Ser.267 参河国絵図』
橋部分

図61 『Ser.267 参河国絵図』
山部分

図63 『Ser.267 参河国絵図』
村形 (設余郡) 部分

図60 『Ser.267 参河国絵図』
橋顕微鏡写真

図62 『Ser.267 参河国絵図』
山顕微鏡写真

図64 『Ser.267 参河国絵図』
村形 (設余郡) 部分顕微鏡写真
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も
つ
い
た
、
現
在
の
封
筒
状
の
も
の

(｢

Ｃ
タ
イ
プ｣)

、
さ
ら
に
封
筒
状
に
蓋
を
止

め
る
た
め
の
紐
が
つ
い
た
も
の

(｢

Ｄ
タ
イ
プ｣)

も
あ
る
。
ま
た
、
折
封
の
包
紙

(

懸
紙)
も
し
く
は
畳
紙
の
形
態
と
表
現
す
べ
き
袋

(｢

Ｅ
タ
イ
プ｣)

も
あ
る

(

３)

。
今

回
の
調
査
で
は
、Ser.

373

・Ser.
374-2

以
外
は
底
の
つ
か
な
い
巻
き
紙
状
の
袋

(

Ａ
タ
イ
プ)

で
あ
っ
た
。

で
は
、
袋
か
ら
な
に
が
わ
か
る
の
か
。
た
と
え
ば
、(

一)

地
図
の
名
称
、(

二)

著
者
・
編
者
等
、(

三)
発
行
書
林
、(

四)

刊
行
年
や
発
売
年
、(

五)

販
売
書

林
、(

六)

販
売
価
格
な
ど
が
判
明
す
る
事
が
あ
る
。
地
図
本
体
に
記
載
さ
れ
て
い

る
事
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
補
足
す
る
情
報
が
袋
に
書
か
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

本
調
査
を
例
に
取
れ
ば
、Ser.

373

や374-2
は
、
題
箋

(

外
題)

や
内
題
が
つ
い

て
い
な
い
が
、
袋
に
は
題
名
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
地
図
名
が
解
る
。
ま
たSer.

321B

や325

の
様
に
、
袋
名
と
、
題
箋
や
内
題
が
異
な
る
場
合
も
あ
る
。
袋
に
は
、

こ
の
様
に
古
地
図
研
究
上
の
貴
重
な
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
袋
付
刊
行

古
地
図
の
残
存
数
が
少
な
い
事
も
そ
の
原
因
で
あ
る
が
、
従
来
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。シ

ー
ボ
ル
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
袋
付
刊
行
図

紙
面
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
特
記
す
る
古
地
図
の
み
紹
介
す
る
。
基
本
的
な
調

査
デ
ー
タ
ー
は
、
表
３

(

本
論
文
末
尾)

を
参
照
の
こ
と
。

●Ser.
330

｢

濱
町
神
田
日
本
橋
北
之
圖

全

(

題
箋
名)｣

ま
ず
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
は
ど
の
よ
う
な
状
態
で
収
蔵
さ
れ
て
い
る
の
か
を
説
明

す
る
。
こ
の
地
図
は
江
戸
切
絵
図
の
ひ
と
つ
で
、
同
シ
リ
ー
ズ
で
は
他
に
四
点
が
袋

付
で
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
札
入
れ
状
の
外
帙

(

図
一)

に
入
れ
ら
れ
、
蓋
う
ら

(

図

二)

に
は
所
蔵
番
号
・
地
図
名

(

日
本
語
と
ロ
ー
マ
字)

・
解
説
文

(

オ
ラ
ン
ダ
語)

の
紙
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
外
帙
は
、｢

ボ
ー
ル
紙

(

４)｣

と
呼
ば
れ
る
斑
入

り
文
様
紙
が
使
わ
れ
て
い
て
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
誂
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
地
図
本

体
に
は
、
青
い
厚
紙
の
お
も
て
表
紙

(

図
三)

・
う
ら
表
紙

(

図
四)

が
つ
い
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
青
表
紙
自
体
は
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
時
の
も
の
で
あ
る
。
お
も
て
表

紙
に
は
、
元
題
箋
と
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
の
収
蔵
番
号
シ
ー
ル
と
地
図
名
の
名
札

が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
一
方
う
ら
表
紙
に
は
、
地
図
名
等
基
本
項
目
が
カ
タ
カ

ナ
で
墨
書
さ
れ
た
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
整
理
す
る
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際
に
つ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
袋

(

図
六)

は
、
Ａ
タ
イ
プ
の
巻
き
紙
状
、
木

版
。
う
ら

(

図
五)

に
は
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
地
図
本

体
は
、
木
版
刷
彩
。

●Ser.
321B

｢

明
治
四
年
未
年
改
正
東
京
大
繪
圖

(

題
箋
名)｣

地
図
お
も
て
に
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
印
が
二
ヶ
所
と
ラ
イ
デ
ン
大
学
図

書
館
印
一
ヶ
所
。
袋
は
Ａ
タ
イ
プ
。
地
図
も
袋
も
木
版
刷
彩
。
こ
の
地
図
は
、
刊
行

年
か
ら
判
断
し
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
自
身
の
収
集
品
で
は
な
い
。
シ
ー
ボ
ル
ト
の
二
人

の
息
子
は
、
明
治
五
年

(

一
八
七
二)

に
来
日

(

５)

し
て
い
る
の
で
、
息
子
た
ち
の
収
集

に
か
か
る
の
で
あ
ろ
う
。

●Ser.
350

｢

萬
壽
大
阪
細
見
圖

(

題
箋
名)｣

地
図
お
も
て
に
図
書
館
印
二
ヶ
所
。
袋
は
Ａ
タ
イ
プ
。
地
図
も
袋
も
木
版
刷
彩
。

袋
の
上
部
余
白
部
分
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
書
込
み
が
あ
る
。
イ
ン
ク
が
褪
色
し
て

い
て
、
判
読
が
困
難
で
あ
る
が
、｢

１
８
６
８｣

の
年
号
ら
し
き
も
の
は
、
読
み
取

れ
る
。
こ
れ
が
、
収
集
年
で
あ
る
な
ら
、
刊
行
年
の
事
も
合
わ
せ
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト

自
身
の
収
集
品
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
息
子
た
ち
、
特
に
長
男
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー

(

６)

の

収
集
の
可
能
性
が
大
で
あ
ろ
う
。

●Ser.
373

｢

東
海
道
名
所
一
覧

(

袋
名)｣

地
図
お
も
て
に
シ
ー
ボ
ル
ト
印
と
図
書
館
印
。
地
図
も
袋
も
木
版
刷
彩
。
本
来
は

Ｅ
タ
イ
プ
の
袋
で
あ
る
が
、
改
変
さ
れ
て
い
る
。
地
図
名
等
が
刷
ら
れ
た
部
分
を
切

り
取
り
、
別
紙
に
貼
り
付
け
て
い
る

(

図
七)

。
ま
た
、
本
来
は
地
図
を
包
み
こ
ん

だ
場
合
に
裏
に
あ
た
る
位
置
に
く
る

｢

木
曽
街
道
名
所
一
覧｣

の
刊
行
予
告
が
、
別

紙
の
裏
面
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る

(

図
八)

。

( ) シーボルトが収集した国絵図・出版図と和紙見本帳について (杉本・村岡・国木田・高島)59

図７ Ser.373 別紙に貼ら
れた ｢袋のおもて｣

図８ Ser.373 別紙を開い
た状態の時のうら面

図６ Ser.330 袋のおもて

図４ Ser.330 うら表紙図５ Ser.330 袋のうら
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改
変
前
の
Ｅ
タ
イ
プ
の
袋
の
状
態
と
比
較
す
る
た
め
、
神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
の

同
地
図
と

｢

木
曽
路
名
所
一
覧｣

の
袋
の
写
真
を
図
版
と
し
て
載
せ
る
。(

図
九)

は
袋
の
お
も
て
側
、(

図
十)

は
う
ら
側
。(

図
十
一)

は

｢

東
海
道
名
所
一
覧｣

の

袋
を
、
開
い
た
状
態
で
あ
る
。

●Ser.
374-2

｢

木
曽
路
名
所
一
覧

(
袋
名)｣

地
図
お
も
て
に
図
書
館
印
。
地
図
も
袋
も
木
版
刷
彩
。
袋
は
Ｅ
タ
イ
プ
。
刊
行
予

告
で
は
、｢

木
曽
街
道
名
所
一
覧｣

で
あ
る
が
、
実
際
に
発
行
さ
れ
た
時
の
袋
名
は

異
な
っ
て
い
る
。

●Ser.
400

｢

高カ
ウ

野ヤ

山サ
ン

細サ
イ

見ケ
ン

大オ
ー

畫ヱ

圖ツ

(

題
箋
名)｣

地
図
は
木
版
、
袋
は
朱
刷
。
地
図
お
も
て
に
シ
ー
ボ
ル
ト
印
と
図
書
館
印
。
題
箋

と
袋
名
は
一
致
す
る
が
、
内
題
は
両
者
と
は
異
な
る
。

以
上
簡
単
で
は
あ
る
が
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
の
調
査
報
告
と
す
る
。
地
図
本
体
に

記
載
さ
れ
た
書
林
名
等
の
情
報
と
、
袋
に
書
か
れ
た
情
報
と
を
比
較
検
討
す
る
事
が
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

[

註]

(

１)

フ
ィ
リ
ッ
プ
＝
フ
ラ
ン
ツ
＝
フ
ォ
ン
＝
シ
ー
ボ
ル
ト

(

一
七
九
六
〜
一
八
六
六)

。

彼
の
経
歴
は

『

国
史
大
辞
典』

第
六
巻

(

吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年)

の
項
目

説
明
に
よ
る
。

(

２)

書し
よ

袋た
い

。
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
刊
本
を
、
木
版
印
刷
し
た
巻
き
紙
状
の
袋
に
入
れ

て
販
売
す
る
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
、
店
頭
に
並
べ
た

と
き
に
目
立
つ
様
に
、
多
色
刷
り
の
美
し
い
袋
が
多
く
な
っ
た
。[

参
考
：
川
瀬
一
馬

著

『

日
本
書
誌
学
用
語
辞
典』

(

雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
二
年)

。
井
上
宗
雄
・
他
編

『

日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典』

(

岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年)

。]

地
図
の
販
売
も
、
版
本
同
様
か
と
思
わ
れ
る
。

(

３)

神
戸
市
立
博
物
館
蔵
の
古
地
図
の
袋
に
つ
い
て
、
別
稿
で
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。

(

４)

草
板
紙
・
馬
糞
紙
と
も
呼
ば
れ
る
。[

参
考
：
註

(

２)

の
文
献]

日
本
に
お
い
て
も
、
ボ
ー
ル
紙
を
表
紙
に
使
う
洋
装
本
は
江
戸
時
代
末
期
か
ら
輸

入
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
明
治
十
年
前
後
か
ら
二
十
年
代
前
半
に
ボ
ー
ル
表
紙
本

は
急
激
に
普
及
す
る
。[

木
戸
雄
一

｢

明
治
期

『

ボ
ー
ル
表
紙
本』

の
誕
生｣

(

臨
川

書
店
、『

明
治
の
出
版
文
化』

、
二
〇
〇
二
年
に
所
収)]

(

５)

長
男
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー

(

一
八
四
六
〜
一
九
一
一)

は
、
再
来
日
。
次
男
ヘ
ン
リ
ッ

ヒ

(

一
八
五
二
〜
一
九
〇
八)

は
、
一
時
帰
欧
し
た
兄
に
同
行
し
て
初
来
日
す
る
。

[

参
考
：
註

(

１)

の
文
献]

(

６)

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
、
再
来
日
し
た
父
と
共
に
、
安
政
六
年

(

一
八
五
九)

初
来

日
。
父
親
の
離
日
後
も
残
り
、
文
久
二
年

(

一
八
六
二)

か
ら
明
治
三
年

(

一
八
七

〇)

ま
で
駐
日
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
勤
務
。
そ
の
後
も
日
本
で
役
職
に
就
く
。[

参
考
：

註

(

１)

の
文
献]

[

図
版
の
資
料
名
・
所
蔵
者]

(

図
一)

〜(

図
六)

Ser.
330

｢

濱
町
神
田
日
本
橋
北
之
圖

全

(

題
箋
名)｣

(

ラ
イ

デ
ン
大
学
図
書
館
蔵

シ
ー
ボ
ル
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン)

(

図
七)

〜(

図
八)

Ser.
373

｢

東
海
道
名
所
一
覧

(

袋
名)｣

(

ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書

館
蔵

シ
ー
ボ
ル
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン)

(

図
九)

〜(

図
十)

�
飾
北
斎

｢

東
海
道
名
所
一
覧

(

袋
名)｣

〈
左
〉・｢

木
曽
路
名
所

一
覧

(

袋
名)｣

〈
右
〉(

神
戸
市
立
博
物
館
蔵

南
波
松
太
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン)

(
図
十
一)

�
飾
北
斎

｢

東
海
道
名
所
一
覧

(

袋
名)｣

(

神
戸
市
立
博
物
館
蔵

南
波

松
太
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン)

(

三
章
執
筆

国
木
田
明
子)
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四

ラ
イ
デ
ン
の
国
立
民
族
学
博
物
館
所
蔵

『

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集』

に
つ
い
て

料
紙
に
つ
い
て
の
研
究
史
と
本
章
の
課
題

古
文
書
の
料
紙
に
関
す
る
研
究
が
、
主
と
し
て
古
文
書
学
の
分
野
に
お
い
て
進
展

し
て
い
る
。

富
田
正
弘
氏
を
中
心
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
平
安
か
ら
戦
国
期
に
わ
た
る
中

世
文
書
を
研
究
対
象
と
し
、
文
書
料
紙
の
表
面
観
察
を
徹
底
し
て
行
っ
た
。
こ
れ
は
、

使
用
さ
れ
た
漉
簀
を
判
断
す
る
た
め
に
、
簀
の
太
さ
、
一
寸

(

三
、〇
三
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル)

当
り
の
簀
の
本
数
、
糸
目
の
幅
寸
法
、
紗
目
の
有
無
、
そ
れ
ら
の
目
立
ち
具

合
を
観
察
し
て
い
る
。
次
に
漉
き
上
げ
た
紙
の
乾
燥
方
法
を
見
る
た
め
に
板
目
、
刷

毛
目
を
観
察
し
て
い
る
。
次
に
抄
紙
技
術
の
優
劣
を
判
断
の
た
め
に
、
漉
斑
・
漉
皺

の
有
無
、
繊
維
束
・
繊
維
溜
り
の
有
無
、
樹
皮
片
等
の
異
物
を
観
察
し
て
い
る
。
次

に
原
材
料
の
判
断
の
た
め
に
顕
微
鏡
を
用
い
て
、
繊
維
の
太
さ
、
密
着
の
度
合
い
を

非
破
壊
で
観
察
し
て
い
る
。
こ
の
観
察
方
法
は
、
料
紙
調
査
の
基
準
と
な
り
、
こ
の

後
に
行
わ
れ
て
い
く
料
紙
の
調
査
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
さ
ら
に
文
献
史
料
に
記

さ
れ
て
い
る
文
書
料
紙
に
関
す
る
記
事
を
検
討
し
、
文
書
料
紙
の
時
代
的
変
遷
と
そ

の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

(

１)

。

保
立
道
久
氏
を
中
心
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
禅
宗
寺
院
文
書
の
古
文
書
学
的

研
究
と
し
て
、
大
徳
寺
文
書
の
文
書
料
紙
を
研
究
対
象
と
し
、
富
田
氏
の
打
ち
出
し

た
文
書
料
紙
の
表
面
観
察
方
法
を
踏
襲
し
、
こ
れ
に
填
料
米
粉

(

デ
ン
プ
ン)

の
有

無
、
非
繊
維
物
質
の
相
対
量
を
調
査
項
目
に
加
え
て
分
析
を
行
い
、
特
に
中
世
文
書

の
中
核
を
な
す
楮
紙
の
分
類
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
製
紙
科
学
の
研
究
者
の
協
力

を
得
て
、
ベ
ー
タ
線
地
合
測
定
装
置
・
ソ
フ
ト
Ｘ
線
装
置
・
レ
ー
ザ
顕
微
鏡
を
用
い

て
簀
の
目
の
見
え
方
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
透
過
光
画
像
を
フ
ー
リ
エ
変
換
し
て
簀
の

目
数
の
計
測
を
行
っ
て
い
る
。
顕
微
鏡
画
像
を
フ
ー
リ
エ
変
換
し
て
繊
維
配
向
性
の

相
違
に
よ
り
料
紙
の
表
裏
の
分
析
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

(

２)

。

ま
た
富
田
氏
を
中
心
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
前
科
研
の
研
究
成
果
を
発
展
さ

せ
中
世
か
ら
近
世
へ
移
行
す
る
際
の
文
書
料
紙
の
変
化
、
典
籍
・
聖
教
・
絵
図
と
の

関
係
、
中
国
・
朝
鮮
と
の
相
違
を
課
題
と
し
て
非
破
壊
に
よ
る
総
合
調
査
に
よ
っ
て

料
紙
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
前
科
研
と
異
な
る
点
は
、
顕
微
鏡
を
用
い
た
透
過
光
観

察
、
非
繊
維
物
質
の
残
存
状
況
、
米
粉
・
白
土
等
の
填
料
の
有
無
及
び
分
量
の
観
察
、

料
紙
加
工
の
確
認
の
た
め
の
観
察
を
追
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る

(

３)

。

一
方
、
国
立
民
族
学
博
物
館
が
所
蔵
し
て
い
る
シ
ー
ボ
ル
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中

に
あ
る『

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集』

は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー

ボ
ル
ト
が
収
集
し
た
江
戸
後
期
の
紙
で
あ
り
、
初
な
状
態
で
伝
存
し
て
い
る
貴
重
な

史
料
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
久
米
康
生
氏
が
国
立
民
族
学
博
物
館
に
お

い
て

『

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集』

に
記
さ
れ
て
い
る
産
地
と
紙
名
を
ま
と
め

(

４)

、
さ
ら

に
稲
葉
政
満
氏
が
中
心
と
な
っ
て
、
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
画
像
を
取
得
し
、
フ
ー
リ
エ

変
換
し
て
簀
の
目
数
の
計
測
を
行
い
、
透
過
光
で
の
画
像
取
得
の
場
合
は
、
簀
の
目

の
他
、
糸
目
、
未
叩
解
繊
維
の
状
態
、
刷
毛
目
が
、
反
射
光
で
の
画
像
取
得
の
場
合

は
、
板
目
な
ど
の
凹
凸
が
明
瞭
に
観
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て

い
る
。
ま
た
色
差
計
を
用
い
て
変
色
の
度
合
い
を
計
測
し
て
い
る

(

５)

。

こ
の
よ
う
に
、『

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集』

の
産
地
名
・
紙
の
名
称
・
紙
の
構
造

と
い
っ
た
紙
の
研
究
は
進
ん
で
い
る
が
、
日
本
近
世
に
お
け
る
紙
の
分
類
に
は
言
及

さ
れ
て
い
な
い
。
富
田
氏
を
中
心
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
中
世
か
ら
近
世
へ

移
行
す
る
際
の
文
書
料
紙
の
変
化
の
考
察
を
み
る
に
、
日
本
の
近
世
に
お
け
る
紙
は
、

中
世
の
紙
を
継
承
し
、
さ
ら
に
地
方
へ
伝
播
し
て
発
展
し
た
も
の
と
思
わ
れ

(

６)

、
大
き

な
分
類
は
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
保
立
氏
を
中
心
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
の
繊
維
の
洗
浄
の
度
合
い
、
地
合
、

不
純
物
や
填
料
の
有
無
を
基
準
と
し
た
料
紙
の
分
類
は
、
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
国
立
民
族
学
博
物
館
が
所
蔵
し
て
い
る
シ
ー
ボ
ル
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
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ン
の
中
に
あ
る

『

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集』

を
現
地
で
閲
覧
し
、
非
破
壊
に
よ
る
表

面
観
察
と
顕
微
鏡
観
察
を
行
い
、
調
査
結
果
を
も
と
に
料
紙
の
分
類
を
試
み
た
も
の

で
あ
る
。

『

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集』

の
書
誌
的
考
察

ま
ず
、
本
論
に
入
る
前
に

『

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集』

の
書
誌
的
説
明
を
加
え
て

お
く
こ
と
と
す
る

(

下
記
図
版
・
口
絵
６)

。

『

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集』
の
装
丁
は
、
浅
葱
色
の
唐
紙

(

模
様
は
擦
れ
に
よ
っ

て
見
に
く
く
不
明)

を
萌
黄
色
の
糸
で
四
つ
目
綴
じ
し
て
い
る
。
寸
法
は
、
縦
34.8
セ

ン
チ
、
横
53.0
セ
ン
チ
で
あ
る
。
綴
じ
穴
を
天
か
ら
①
②
③
④
と
す
る
と
、
①
と
④
の

穴
は
、
天(

地)

と
背
側
に
２
回
糸
を
回
し
て
い
る
。
綴
じ
穴
の
位
置
は
、
背
か
ら
綴

じ
穴
が
1.5
セ
ン
チ
、
天(

地)

の
際
か
ら
①(

④)
の
穴
が
2.4
セ
ン
チ
、
①
と
②
、
②

と
③
、
③
と
④
の
穴
は
そ
れ
ぞ
れ
同
寸
法
で
10.0
セ
ン
チ
で
あ
る
。
表
紙
に
は
、｢

大

日
本
諸
国
名
産
紙
集

(

ル
ビ
で
、
タ
イ
ニ
ッ
ポ
ン
シ
ョ
コ
ク
メ
イ
サ
ン
カ
ミ
ア
ツ
メ

と
あ
る
。)

於
大
坂
／
購
之｣

と
書
か
れ
た
題
簽

(

寸
法
は
縦
29.0
セ
ン
チ
、
横
4.4
セ

ン
チ)

が
表
紙
の
左
側
に
張
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
表
紙
右
隅
に

｢
Ｖ
Ｃ

61｣

と
記
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
が
あ
る
が
、
文
字
が
逆
さ
ま
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
綴
じ
が
右
側
に
く
る
が
、
西
洋
で
は
綴
じ
が
左
側
に
来
る
。
し
た
が
っ

て
、
ラ
ベ
ル
は
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
、
題
簽
は
無
視
し
て
綴
じ
を
左
側
に
し
、
ラ
ベ

ル
貼
っ
た
た
め
、
文
字
が
逆
さ
ま
に
貼
り
付
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

所
収
さ
れ
て
い
る
紙
は
130
点
あ
り
、
綴
じ

込
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
し
現
在
38
・
39
・

40
・
63
・
75
番
目
の
紙
が
欠
番
と
な
っ
て

い
る
。
間
似
合
紙
に
仮
綴
穴
の
痕
跡
が
あ

り
、
あ
る
時
期
ま
で
紙
縒
り
で
仮
綴
さ
れ

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
仮

綴
の
時
点
で
、
上
記
の
５
紙
は
何
ら
か
の

理
由
で
離
さ
れ
、
欠
落
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
凡
そ
各
紙
に
番
号
・
産

地
名
・
紙
の
名
称
が
記
さ
れ
て
い
る
。
番

号
は
主
に
漢
数
字
で
、
産
地
名
・
紙
の
名

称
は
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
別

保
存
で
紙
が
束
の
状
態
で
保
存
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
帯
が
付
さ
れ
、
そ

の
帯
に

｢

百
番

豫
州
松
山
産

奉
書｣

｢

百
拾
弐
番

土
佐
産

小
�｣

｢

六
十
七

番

越
州
大
虫
産

小
高
檀
紙｣

等
と
記

さ
れ
て
い
る

(

７)

。『

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集』

の
35
番
の
紙
に

｢

卅
五
番

大
坂
産

金

緞
子
揉
紙｣

と
記
さ
れ
た
帯
状
の
も
の
が

挟
ま
れ
て
お
り
、
前
述
の
帯
と
同
様
で
あ

る
。
帯
に
記
さ
れ
た
番
号
・
産
地
名
・
紙

の
名
称
は
、『

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集』

に
記
さ
れ
た
番
号
・
産
地
名
・
紙
の
名
称

と
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

『

大
日
本

諸
国
名
産
紙
集』

は
、
こ
れ
ら
別
保
存
さ
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れ
て
い
る
紙
の
束
か
ら
１
枚
ず
つ
抜
き
取
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る

(

８)
。
現
在

『

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集』

は
見
本
帳
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が

(

９)

、
帯
に

記
さ
れ
た
番
号
・
産
地
名
・
紙
の
名
称
は
、『

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集』

に
記
さ
れ

た
番
号
・
産
地
名
・
紙
の
名
称
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
一
種
の
紙
目
録
的
機
能
を

も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

本
の
大
き
さ
よ
り
も
縦
・
横
の
寸
法
が
大
き
い
場
合
は
、
本
の
大
き
さ
に
切
り
揃

え
る
こ
と
な
く
、
表
紙
の
大
き
さ
に
折
り
込
ん
で
い
る

(

口
絵
６)

。

繊
維
判
定
の
状
況
に
つ
い
て

古
文
書
や
絵
図
等
の
歴
史
史
料

(

史
料)
の
多
く
は
、
紙
に
書
か
れ
て
お
り
、
そ

の
種
類
は
様
々
で
あ
る
。

料
紙
は
、
ま
ず
主
と
し
て
楮
・
雁
皮

(

雁
斐)
・
三
椏
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。繊

維
判
定
の
分
析
方
法
に
つ
い
て
は
、
原
本
史
料
は
文
化
財
で
あ
り
、
破
壊
検
査

は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
採
用
す
る
料
紙
の
調
査
方
法
は
、
非

破
壊
に
よ
る
目
視
観
察
と
顕
微
鏡
に
よ
る
繊
維
観
察
で
あ
る
。
但
し
こ
れ
ら
の
観
察

を
行
う
際
、
判
定
方
法
に
共
通
認
識
を
持
た
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
製

紙
技
術
研
究
の
専
門
家
で
、
長
年
に
亘
っ
て
文
化
財
の
分
析
に
従
事
さ
れ
た
元
高
知

県
紙
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
大
川
昭
典
氏
が
、
料
紙
の
判
定
す
る
た
め
の
基
礎
知
識

を
提
示
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
ま
た
富
田
正
弘
氏
が
、
料
紙
の
判
定
法
を
提
案
し
て
い
る

(

�)

の

で
、
合
わ
せ
て
こ
こ
に
提
示
す
る
。

大
川
氏
に
よ
る
判
別
方
法
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

楮
・
雁
皮

(

雁
斐)

・
三
椏
繊
維
の
判
別
に
つ
い
て
、

①

楮
繊
維
が
雁
皮

(

雁
斐)

や
三
椏
に
比
べ
て
太
く
長
い
。
繊
維
の
幅
に
は
狭
い
も

の
と
広
い
も
の
が
あ
り
、
均
一
で
は
な
い
。
細
か
い
繊
維
は
先
端
が
尖
り
、
細

胞
壁
が
厚
い
。
広
い
繊
維
は
先
端
が
丸
く
細
胞
壁
が
薄
い
。
形
状
は
楕
円
形
で
、

輪
郭
が
は
っ
き
り
見
え
る
。
繊
維
と
繊
維
の
間
隔
が
大
き
い
。

②

雁
皮

(

雁
斐)

繊
維
が
細
や
か
で
短
く
、
均
一
で
あ
る
。
繊
維
の
先
端
は
丸
く
、
細
胞
壁
は
薄

い
。
繊
維
に
透
明
感
が
あ
る
。
先
端
に
向
か
っ
て
繊
維
の
折
り
返
し
が
あ
る
も

の
も
あ
る
。
形
状
は
扁
平
な
形
状
で
あ
り
、
非
繊
維
細
胞
が
多
い
た
め
、
繊
維

と
繊
維
の
間
隔
が
密
着
し
て
い
て
自
然
に
詰
ま
っ
て
見
え
る
。

③

三
椏

繊
維
は
雁
皮

(

雁
斐)

ほ
ど
で
は
な
い
が
、
比
較
的
細
い
。
繊
維
の
中
央
部
分

が
特
に
幅
広
く
両
端
に
向
か
っ
て
狭
く
な
っ
て
い
る
。
繊
維
の
先
端
は
丸
く
、

中
に
は
分
岐
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
繊
維
の
折
り
返
し
は
な
い
。
雁
皮

(

雁

斐)

よ
り
膜
壁
が
厚
い
の
で
不
透
明
感
が
あ
る
。
繊
維
と
繊
維
の
間
隔
は
、
雁

皮

(

雁
斐)

ほ
ど
で
は
な
い
が
、
楮
に
比
べ
て
多
少
密
着
し
て
い
る
。
通
常
10

％
程
度
の
柔
細
胞
を
含
ん
で
い
る
。
柔
細
胞
は
長
円
形
と
円
形
の
も
の
が
あ
り
、

ヘ
ミ
セ
ル
ロ
ー
ス
に
富
ん
で
い
て
、
乾
燥
に
よ
っ
て
潰
れ
て
広
い
面
積
を
と
っ

て
い
る
。

で
あ
る
。

填
料
と
し
て
デ
ン
プ
ン
が
混
合
さ
れ
て
い
る
場
合
、
デ
ン
プ
ン
は
、
粒
子
が
丸
く

て
、
大
き
さ
が
揃
っ
て
い
て
、
固
ま
っ
て
散
在
し
て
い
る
。
粒
子
の
大
き
さ
は
、
紙

繊
維
幅
の
２
分
の
１
か
ら
３
分
の
１
位
で
あ
る
。
こ
の
デ
ン
プ
ン
は
米
粉

(

米
糊)

で
あ
り
、
そ
の
使
用
例
が
多
い
。

填
料
と
し
て
白
土
が
混
合
さ
れ
て
い
る
場
合
、
白
土
は
、
粒
子
の
大
き
さ
が
ま
ち

ま
ち
で
、
デ
ン
プ
ン
よ
り
も
不
透
明
で
形
が
丸
く
な
く
一
定
で
は
な
い
。
特
に
雁
皮

(

雁
斐)

に
白
土
を
配
合
す
る
場
合
は
、
粒
子
が
細
や
か
で
な
い
と
紙
の
表
面
に
現

れ
る
た
め
デ
ン
プ
ン
粒
子
よ
り
も
細
か
い
も
の
で
あ
る
。

填
料
を
配
合
す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て
、
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①

不
透
明
度
を
高
く
し
、
薄
く
て
も
透
け
な
い
。

②

白
色
を
正
確
に
発
光
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

③

繊
維
間
の
空
間
を
埋
め
る
た
め
、
平
滑
度
が
増
す
。

④

繊
維
同
士
の
接
触
を
妨
害
す
る
た
め
、
繊
維
間
結
合
が
緩
め
ら
れ
、
繊
維
間
に

空
間
が
多
く
で
き
る
。
こ
の
た
め
多
湿
時
に
繊
維
が
膨
ら
ん
で
も
空
間
で
膨
ら

み
が
吸
収
さ
れ
る
の
で
、
紙
の
収
縮
が
少
な
く
な
っ
て
柔
ら
か
な
紙
に
な
る
。

⑤

繊
維
間
の
空
隙
が
少
な
く
な
る
た
め
、
に
じ
み
が
少
な
く
な
る
。

⑥

胡
粉
に
含
ま
れ
る
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
紙
を
弱
ア
ル
カ
リ
性
に
保
つ
た
め
、

紙
の
保
存
に
役
立
つ
。

白
土
は
、
虫
害
防
止
・
耐
火
性
・
耐
熱
性
・
変
色
防
止
等
の
効
果
が
あ
る
。

富
田
氏
に
よ
る
材
質
別
紙
種
―
楮
・
雁
皮

(

雁
斐)
・
三
椏
の
判
定
法
は
、
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

繊
維
の
長
さ
は
、
楮
が
６
〜
21
㎜
、
雁
皮

(

雁
斐)

が
３
〜
５
㎜
、
三
椏
が
３
〜

５
㎜
で
あ
る
。

繊
維
の
太
さ
は
、
平
均
で
楮
が
27
ｍμ
、
雁
皮(

雁
斐)

が
19
ｍμ
、
三
椏
が
20
ｍμ
で
あ
る
。

楮
繊
維
が
最
も
太
く
、
つ
い
で
三
椏
、
雁
皮

(

雁
斐)

の
順
に
細
く
な
る
。

簀
の
目
の
見
え
方
か
ら
、
よ
く
目
立
つ
の
が
三
椏
、
少
し
目
立
つ
の
が
楮
、
簀
の

目
が
見
え
ず
に
紗
の
目
が
見
え
る
の
が
雁
皮

(

雁
斐)

で
あ
る
。

紙
表
面
の
光
沢
度
・
透
明
度
か
ら
、
楮
は
繊
維
の
密
度
が
低
く
、
繊
維
間
に
間
隙

が
あ
る
の
で
、
光
沢
度
は
低
く
、
不
透
明
で
、
柔
ら
か
い
。
雁
皮

(

雁
斐)

は
密
度

が
高
く
、
繊
維
が
密
集
し
て
い
る
の
で
、
光
沢
度
が
高
く
、
透
明
感
が
あ
り
、
パ
リ

パ
リ
し
て
硬
い
。
三
椏
は
そ
の
中
間
で
あ
る
。

写
経
料
紙
の
う
ち
、
光
沢
度
が
高
く
、
透
明
感
が
あ
り
、
パ
リ
パ
リ
し
て
硬
い
な

が
ら
、
少
し
簀
の
目
が
見
え
る
も
の
は
、
楮
紙
の
打
紙
で
あ
り
、
顕
微
鏡
で
観
察
す

る
と
繊
維
が
太
く
、
押
し
潰
さ
れ
て
繊
維
間
の
間
隙
が
な
く
な
っ
て
見
え
る
。

『

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集』

の
分
析
に
つ
い
て

『

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集』

に
収
録
さ
れ
た
料
紙
は
、
江
戸
後
期
に
漉
か
れ
た
紙

が
初
な
状
態
で
保
存
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
130
点
の
う
ち
、
33
点
が
ジ
ョ
ー
シ
ュ
ー

(

城
州
・
山
城)

、
ヲ
ー
サ
カ

(

大
坂)

、
ヱ
ド

(

江
戸)

、
セ
ッ
シ
ュ
ー

(

摂
州
・
摂

津)

、
ミ
ノ

(

美
濃)

、
ヱ
チ
ゼ
ン

(

越
前)

、
ア
ワ

(

阿
波)

を
産
地
と
す
る
表
具

紙
と
呼
ば
れ
る
染
紙
や
唐
紙
・
金
緞
子
紙
・
更
紗
紙
な
ど
の
加
工
紙
で
あ
る
。
残
り

は
西
国
を
中
心
と
し
た
未
加
工
の
素
紙
で
あ
る
。
今
回
は
、
史
料
に
用
い
ら
れ
る
素

紙
を
分
類
対
象
と
し
、
染
紙
な
ど
の
加
工
紙
は
除
外
し
た
。

前
述
の
判
定
法
を
基
に
、
紙
一
点
一
点
を
目
視
観
察
お
よ
び
顕
微
鏡
に
よ
る
非
破

壊
観
察
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
一
覧
表
に
示
し
た
結
果
と
な
っ
た

(

表
４
を
参
照)

。

本
章
で
は
、『

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
楮
紙
・
雁
斐
紙
・

三
椏
紙
を
さ
ら
に
繊
維
の
洗
浄
の
度
合
い
、
地
合
、
不
純
物
や
填
料
の
有
無
を
基
準

と
し
て
、
分
類
を
試
み
た
。
と
く
に
、
楮
紙
に
つ
い
て
は
、
填
料
の
有
無
に
よ
り
以

下
の
、
①
デ
ン
プ
ン
を
填
料
と
す
る
楮
紙
、
②
白
土
・
胡
粉
を
填
料
と
す
る
楮
紙
、

③
填
料
を
含
ま
な
い
楮
紙
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１.

楮
紙
の
分
析
と
分
類

ま
ず
、
①
デ
ン
プ
ン
を
填
料
と
す
る
も
の
と
し
て
、
奉
書
紙
が
挙
げ
ら
れ
る
。
奉

書
紙
は
、
そ
の
系
譜
と
し
て
室
町
時
代
の
杉
原
紙
に
繋
が
り
、
杉
原
紙
の
不
純
物
を

徹
底
し
て
洗
い
流
し
、
大
量
の
米
粉
を
填
料
と
し
て
加
え
た
料
紙
で
あ
る

(

�)

。
ヱ
ッ
シ
ュ
ー

(
越
州
・
越
前)

産
68
番
ヲ
ー
ホ
ー
シ
ョ
ー
シ(

大
奉
書
紙)

、
69
番
チ
ュ
ー
ホ
ー
シ
ョ
ー

シ(
中
奉
書
紙)

、
70
番
コ
ホ
ー
シ
ョ
ー
シ(

小
奉
書
紙)

、
71
番
コ
ゼ
ン
ヒ
ロ
ホ
シ
ョ
ー

(

御
前
広
奉
書)

、
ア
ワ

(

阿
波)

産
97
番
タ
ケ
ナ
ガ
ガ
ミ

(

丈
長
紙)

ゲ
イ
シ
ュ
ー

ヒ
ロ
シ
マ

(
芸
州
広
島)

産
85
番
ミ
ヨ
シ
ボ
ー
シ
ョ
ー

(

三
次
奉
書)

、
ヨ
シ
ュ
ー

ヲ
ー
ヅ

(

予
州
大
洲)

産
99
番
ホ
ー
シ
ョ
ー

(

奉
書)

、
ヨ
シ
ュ
ー
マ
ツ
ヤ
マ

(

予

州
松
山)

産
100
番
ホ
ー
シ
ョ
ー

(

奉
書)

、
ヨ
シ
ュ
ー
シ
ン
タ
ニ

(

予
州
新
谷)

産
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101
番
ホ
ー
シ
ョ
ー

(

奉
書)

、
ト
サ

(

土
佐)

産
109
番
ホ
ー
シ
ョ
ー

(

奉
書)

で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、
填
料
で
あ
る
デ
ン
プ
ン
の
量
が
多
い
。
そ
の
た
め
紙
面
が
緻
密
で
、

地
合
は
良
好
で
あ
る
。
塵
や
リ
グ
ニ
ン
・
ペ
ク
チ
ン
な
ど
の
非
繊
維
物
質
が
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
類
似
し
た
紙
と
し
て
、
５
番
キ
ョ
ー
ハ
ブ
タ
イ

ジ
ョ
ー
シ
ュ
ー

(

京

羽
二
重

城
州

山
城)
が
あ
り
、
こ
の
紙
は
、
紙
面
の
地
合
は
普
通
で
あ
る
が
、

塵
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
た
だ
し
繊
維
束
が
多
く
見
ら
れ
る
。

次
に
杉
原
紙
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ゲ
イ
シ
ュ
ー
ヒ
ロ
シ
マ

(

芸
州
広
島)

産
83
番
チ

ウ
ス
ギ
ハ
ラ

(

中
杉
原)

、
チ
ク
セ
ン

(
筑
前)

産
122
番
チ
ウ
ス
ギ
ハ
ラ

(

中
杉
原)

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
や
や
薄
手
の
紙
で
簀
の
目
が
目
立
つ
。
紙
面
に
繊
維
束
が
見

ら
れ
る
。

ボ
ウ
シ
ュ
ー
イ
ワ
ク
ニ

(

防
州
岩
国)

産
86
番
ハ
ン
シ
、
88
番
ゴ
ヨ
ー
カ
ミ
、
89

番
カ
タ
ヲ
リ
カ
ミ
は
、
厚
手
で
は
あ
る
が
、
簀
の
目
が
目
立
ち
、
紙
面
に
繊
維
束
が

見
受
け
ら
れ
る
。

室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
の
杉
原
紙
の
系
統
を
引
く
と
い
わ
れ
る

(
�)

52
番
ニ
シ
ノ
ウ

チ
カ
ミ

シ
ョ
ー
シ
ュ
ー

(

西
の
内
紙

常
州)

が
あ
り
、
紙
面
の
地
合
は
、
非
常

に
良
い
。
塵
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
繊
維
束
も
見
ら
れ
な
い
。
53
番
ホ
ト
ム
ラ
カ
ミ

シ
ョ
ー
シ
ュ
ー

(

程
村
紙

常
州)

は
、
西
の
内
紙
と
同
様
で
あ
る
。

②
胡
粉
・
白
土
を
填
料
と
す
る
楮
紙
と
し
て
、
ワ
シ
ュ
ー
ヨ
シ
ノ

(

和
州

吉
野)

産
８
番
ノ
ベ
カ
ミ

(

延
紙)

、
キ
シ
ュ
ー

(

紀
州)

産
91
番
ノ
ベ
カ
ミ

(

延
紙)

、
ワ

シ
ュ
ー

(

和
州)

産
９
番
ウ
ダ

(

宇
陀)

、
ゲ
イ
シ
ュ
ー
ヒ
ロ
シ
マ

(

芸
州
広
島)

産
82
番
シ
ロ
ホ

(

白
保)

、
84
番
コ
ハ
ン
シ

(

小
半
紙)

、
チ
ョ
ー
シ
ュ
ー

(

長
州)

産
90
番
ア
ツ
ハ
ン
シ

(

厚
半
紙)

、
ゲ
イ
シ
ュ
ー
ヒ
ロ
シ
マ

(

芸
州
広
島)

産
80
番

モ
ロ
ク
チ

(

諸
口)

が
挙
げ
ら
れ
る
。

③
デ
ン
プ
ン
等
の
填
料
を
加
え
な
い
又
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
楮
紙
と
し
て
、
ヱ
ッ

シ
ュ
ー

(

越
州
・
越
前)

産
65
番
ヲ
ー
タ
カ
タ
ン
シ

(

大
高
檀
紙)

、
66
番
チ
ー
タ

カ
タ
ン
シ

(

中
高
檀
紙)

、
67
番
シ
ョ
ー
タ
カ
タ
ン
シ

(

小
高
檀
紙)

の
高
檀
紙
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
中
世
の
檀
紙
の
系
統
を
引
く
も
の
で

(

�)

、
紙
面
に
独
特
の

皺
紋
が
人
為
的
に
入
っ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
塵
や
非
繊
維
物
質
な
ど
の
不
純
物

は
よ
く
取
り
除
か
れ
て
い
て
、
繊
維
束
も
な
い
。
よ
く
叩
解
さ
れ
て
お
り
、
地
合
は

美
し
い
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
美
濃
紙
・
石
州
紙
・
泉
貨
紙
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ミ
ノ(

美
濃)

産
54
番
ヲ
ー

ナ
ヲ
シ

(

大
直
紙)

、
55
番
チ
ュ
ー
ナ
ヲ
シ

(

中
直
紙)

、
56
番
シ
ョ
イ
ン
シ

(

書
院

紙)

、
57
番
コ
ギ
ク

(

小
菊)

、
58
番
ミ
ツ
ヲ
リ
シ
ョ
テ
ン
シ

(

マ
マ)

(

三
つ
折
書

院
紙)

、
59
番
フ
タ
ツ
ヲ
リ
シ
ョ
テ
ン
シ

(

マ
マ)

(

二
つ
折
書
院
紙)

、
チ
ク
ゴ

(

筑
後)

産
123
番
ミ
ノ
カ
ミ

(

美
濃
紙)

、
セ
キ
シ
ュ
ー

(

石
州)

産
74
・
76
番
ハ
ン

シ(

半
紙)

、
ヨ
シ
ュ
ー
ヨ
シ
ダ(

予
州
吉
田)

産
102
番
セ
ン
ク
ワ(

泉
貨)

、
ヨ
シ
ュ
ー

ウ
ハ
シ
マ

(

予
州
宇
和
島)

産
105
番
セ
ン
ク
ワ

(

泉
貨)

、
ヨ
シ
ュ
ー
ヲ
ー
ヅ

(

予

州
大
洲)

産
107
番
セ
ン
ク
ワ

(

泉
貨)

、
ト
サ
ハ
タ

(

土
佐
幡
多)

産
111
番
セ
ン
ク

ワ

(

泉
貨)

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
填
料
を
含
ま
ず
リ
グ
ニ
ン
・
ペ
ク
チ
ン
な
ど
の

非
繊
維
物
質
を
含
む
も
の
で
、
紙
が
強
張
り
、
硬
さ
が
あ
る(

パ
リ
パ
リ
感
が
あ
る)

。

美
濃
産
の
も
の
は
地
合
が
良
好
で
あ
る
。
筑
後
産
の
も
の
は
地
合
が
良
好
で
あ
る
が

少
し
繊
維
束
を
含
ん
で
い
る
。
繊
維
長
が
美
濃
産
の
も
の
に
比
べ
て
長
い
。
塵
を
少

し
含
む
も
の
で
あ
る
。
石
州
紙
は
地
合
が
普
通
で
繊
維
束
を
含
ん
で
い
る
。
泉
貨
紙

は
、
厚
手
で
地
合
も
良
好
で
塵
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
類
似
し
た
紙
と
し
て
、
ア
ワ

(

阿
波)

産
93
番
ホ
ン
ゴ
ク
サ
ラ
シ
カ
ミ
、

ア
ワ
ス
モ
ト

(

阿
波
洲
本)

産
94
番
チ
ウ
ゴ
ク
サ
ラ
シ
カ
ミ
、
ブ
ゼ
ン

(

豊
前)

産

117
番
ハ
ン
キ
リ

(

半
切
紙)

、
118
番
ハ
ン
シ

(

半
紙)

、
チ
ク
セ
ン

(

筑
前)

産
120
番

ハ
ン
キ
リ

(
半
切
紙)

、
121
番
ハ
ン
シ

(

半
紙)

、
ヒ
シ
ュ
ー

(

肥
州
・
肥
後)

産
124

番
ロ
ク
ス
ン
ハ
ン
キ
リ

(

六
寸
半
切
紙)

、
ヒ
ウ
カ
タ
カ
オ
カ

(

日
向
高
岡)

産
127

番
ハ
ン
キ
リ

(

半
切
紙)

、
128
番
ロ
ク
ス
ン
ハ
ン
キ
リ

(

六
寸
半
切
紙)

が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
填
料
を
含
ま
ず
リ
グ
ニ
ン
・
ペ
ク
チ
ン
な
ど
の
非
繊
維
物
質
を
含
む
も
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の
で
、
地
合
が
普
通
で
、
繊
維
長
が
長
く
繊
維
束
を
含
ん
で
い
る
。
塵
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
ト
サ
シ
モ
タ

(

土
佐
下
田)

産
110
番
ヲ
ー
ハ
ン
シ
、
ト
サ

(

土
佐)

産
114
番

ハ
ン
シ
は
、
繊
維
が
や
や
短
い
だ
け
で
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
で
あ
る
。

２.

雁
皮

(

雁
斐)
紙
の
分
析
と
分
類

セ
ッ
シ
ュ
ー

(

摂
州
・
摂
津)

産
24
番
ウ
ス
ヨ
ー
チ
ュ
ー
ヨ
ー

(

薄
様
中
葉)

は
、

や
や
薄
手
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
簀
の
目
が
ほ
と
ん
ど
目
立
た
な
く
、
光
沢
が
あ
る
。

繊
維
が
細
く
繊
維
と
繊
維
の
間
隔
が
詰
ま
っ
て
い
て
、
密
度
が
高
い
も
の
で
あ
る
。

ト
サ

(

土
佐)

産
116
番
ホ
ン
ヤ
ク
タ
イ
シ

(

本
薬
袋
紙)

は
、
簀
の
目
が
ほ
と
ん

ど
目
立
た
な
く
、
光
沢
が
あ
る
。
刷
毛
目
・
板
目
が
見
受
け
ら
れ
る
。
繊
維
が
細
く

繊
維
と
繊
維
の
間
隔
が
詰
ま
っ
て
い
て
、
密
度
が
高
い
。
厚
み
が
あ
る
た
め
厚
葉
に

あ
た
る
。

セ
ッ
シ
ュ
ー

(

摂
州
・
摂
津)

産
15
番
ハ
ナ
イ
ロ
マ
ニ
ヤ
イ

(

縹
色
間
似
合
紙)

は
、
藍
色
に
染
ま
っ
た
繊
維
と
染
ま
っ
て
い
な
い
繊
維
が
混
じ
り
合
っ
て
い
る
。
16

番
ア
サ
キ
マ
ニ
ヤ
イ(

浅
葱
間
似
合
紙)

は
少
量
の
藍
色
に
染
ま
っ
た
繊
維
と
染
ま
っ

て
い
な
い
繊
維
が
混
じ
り
合
っ
て
い
る
。
17
番
チ
ヤ
マ
ニ
ヤ
イ

(

茶
間
似
合
紙)

は
、

地
が
白
色
と
茶
色
の
繊
維
に
黄
色
の
粒
子
が
付
着
し
て
い
る
。
若
干
青
色
の
繊
維
も

見
ら
れ
る
。
18
番
キ
マ
ニ
ヤ
イ

(

黄
間
似
合
紙)

は
、
黄
色
の
粒
子
が
多
く
付
着
し

て
い
る
。
19
番
シ
ロ
マ
ニ
ヤ
イ

(

白
間
似
合
紙)

は
、
繊
維
が
白
い
粒
子
で
固
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
20
番
子
ツ
ミ
マ
ニ
ヤ
イ

(

鼠
間
似
合
紙)

は
、
繊
維
が

白
い
粒
子
で
固
め
ら
れ
た
上
に
黒
い
粒
子
が
混
じ
っ
て
見
え
る
。
21
番
タ
マ
ゴ
マ
ニ

ヤ
イ

(

卵
間
似
合
紙)

は
、
黄
色
の
粒
子
に
若
干
の
白
の
粒
子
が
混
じ
っ
て
見
え
る
。

22
番
チ
リ
マ
ニ
ヤ
イ

(

塵
間
似
合
紙)

は
、
チ
リ
が
多
く
、
黄
色
の
粒
子
、
灰
色
の

粒
子
、
白
の
粒
子
な
ど
が
混
在
し
て
見
え
る
。
23
番
フ
ル
テ
マ
ニ
ヤ
イ

(

古
手
間
似

合
紙)

は
、
黄
色
・
灰
色
・
白
色
・
黒
色
の
粒
子
と
若
干
の
藍
色
の
繊
維
が
混
在
し

て
見
え
る
。
ヱ
チ
ゼ
ン

(

越
前)

産
73
番
キ
マ
ニ
ヤ
イ

(

黄
間
似
合
紙)

は
、
繊
維

が
白
い
粒
子
で
固
め
ら
れ
て
い
る
上
に
黄
色
の
粒
子
が
の
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

セ
ッ
シ
ュ
ー

(

摂
州
・
摂
津)

、
ヱ
チ
ゼ
ン

(

越
前)

産
の
間
似
合
紙
は
、
紗
漉

で
布
目
が
目
視
で
き
る
。
ま
た
填
料
に
は
泥
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

３.

三
椏
紙
の
分
析

ス
ル
カ

(

駿
河)

産
47
番
・
48
番
ハ
ン
シ

(

半
紙)

は
、
簀
の
目
・
糸
目
が
紙
の

表
側
に
見
え
る
が
裏
側
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
や
や
光
沢
が
あ
る
。
雁
斐
ほ

ど
で
は
な
い
が
、
繊
維
が
細
く
繊
維
が
細
く
繊
維
と
繊
維
の
間
隔
が
詰
ま
っ
て
い
て
、

密
度
が
や
や
高
い
も
の
で
あ
る
。

｢

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集｣

所
収
料
紙
の
漉
簀
に
つ
い
て

―

簀
の
種
類
と
数
値
か
ら
の
分
析

加
藤
雅
人
・
稲
葉
政
満
氏
は
、
国
立
民
族
学
博
物
館
所
蔵
の

｢

大
日
本
諸
国
名
産

紙
集｣

所
収
の
料
紙
と
こ
れ
に
対
応
す
る
料
紙
の
簀
の
目
を
画
像
解
析
し
、
得
ら
れ

た
簀
の
目
の
デ
ー
タ
を
統
計
的
に
処
理
し
、
漉
簀
と
原
料
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
楮

紙
は
平
均
３
㎝
当
り
23.1
本
、
雁
皮

(

雁
斐)

紙
は
平
均
３
㎝
当
り
27.7
本
で
、
一
般
的

に
雁
皮

(

雁
斐)

繊
維
は
細
か
い
た
め
、
目
の
粗
い
簀
で
は
す
く
い
上
げ
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
た
め
、
雁
斐
を
漉
く
場
合
に
は
よ
り
目
の
細
か
い
簀
が
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
厚
さ
と
の
関
係
で
は
、
楮
紙
で
紗
を
敷
か
ず
に
漉
い
た
料
紙
を
対
象
に
検

討
を
行
っ
て
お
り
、
目
の
細
か
い
簀
で
は
薄
い
紙
を
漉
き
、
目
の
粗
い
簀
で
は
比
較

的
多
様
な
厚
さ
の
紙
を
漉
い
て
い
る
こ
と
、
簀
の
目
の
粗
さ
と
産
地
の
関
係
で
は
、

楮
紙
を
対
象
に
、
試
料
数
の
多
い
伊
予
・
越
前
・
周
防
・
土
佐
・
美
濃
の
地
域
を
比

較
検
討
し
て
お
り
、
漉
簀
の
簀
の
目
数
に
地
域
差
が
あ
る
こ
と
、
上
記
原
料
と
の
関

係
と
同
様
に
繊
維
の
粗
さ
に
応
じ
て
簀
の
目
の
本
数
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る

(

�)

。た
だ
し
同
紙
種
で
の
比
較
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
デ
ン
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プ
ン
を
含
む
奉
書
紙
の
簀
の
種
類
と
３
㎝
当
り
の
本
数
、
糸
目
幅
に
つ
い
て
検
討
を

試
み
た
も
の
で
あ
る
。

奉
書
紙
の
簀
の
種
類
と
３
㎝
当
り
の
本
数
、
糸
目
幅
を
み
る
と
表
１
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

厚
さ
は
、
0.1
㎜
か
ら
0.2
㎜
以
上
の
も
の
で
、
様
々
で
あ
る
。

簀
の
種
類
は
す
べ
て
竹
で
あ
る
。

３
㎝
当
り
の
本
数
は
21
〜
26
本

(

平
均
24
本)

で
あ
る
。

糸
目
幅
は
30
〜
33
㎜
で
あ
る
。

ま
た
料
紙
の
厚
さ
と
３
㎝
当
り
の
本
数
、
糸
目
幅
を
み
る
と
、
68
番
ヲ
ー
ホ
ー
シ
ョ
ー

シ

(

大
奉
書
紙)

、
69
番
チ
ュ
ー
ホ
ー
シ
ョ
ー
シ

(

中
奉
書
紙)

、
71
番
コ
ゼ
ン
ヒ
ロ

ホ
シ
ョ
ー

(

御
前
広
奉
書)

、
97
番
タ
ケ
ナ
ガ
ガ
ミ

(

丈
長
紙)

は
、
0.2
㎜
以
上
の

も
の
で
あ
る
が
、
71
番
コ
ゼ
ン
ヒ
ロ
ホ
シ
ョ
ー

(
御
前
広
奉
書)

、
97
番
タ
ケ
ナ
ガ

ガ
ミ

(

丈
長
紙)

は
、
幅
の
広
い
紙
で
あ
る
。
こ
の
条
件
で
類
別
し
て
み
る
と
、
大

奉
書
紙
と
中
奉
書
紙
の
３
㎝
当
り
簀
の
本
数
と
糸
目
幅
に
は
ほ
と
ん
ど
差
は
無
い
。

御
前
広
奉
書
と
丈
長
紙
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
地
域
は
異
な
る
が
、
厚
さ
が
同
様
の

ヱ
ッ
シ
ュ
ー(

越
州
・
越
前)

産
70
番
コ
ホ
ー
シ
ョ
ー
シ(

小
奉
書
紙)
、
ゲ
イ
シ
ュ
ー

ヒ
ロ
シ
マ

(

芸
州
広
島)

産
85
番
ミ
ヨ
シ
ボ
ー
シ
ョ
ー

(

三
次
奉
書)
、
ヨ
シ
ュ
ー

マ
ツ
ヤ
マ

(

予
州
松
山)

産
100
番
ホ
ー
シ
ョ
ー

(

奉
書)

は
３
㎝
当
り
簀
の
本
数
と

糸
目
幅
に
は
ほ
と
ん
ど
差
は
無
い
。
ヨ
シ
ュ
ー
ヲ
ー
ヅ

(

予
州
大
洲)

産
99
番
ホ
ー

シ
ョ
ー

(

奉
書)

、
ヨ
シ
ュ
ー
シ
ン
タ
ニ

(

予
州
新
谷)

産
101
番
ホ
ー
シ
ョ
ー

(

奉

書)

、
ト
サ

(

土
佐)

産
109
番
ホ
ー
シ
ョ
ー

(

奉
書)

も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
料
紙
の
厚
み
と
３
㎝
当
り
簀
の
本
数
と
糸
目
幅
に
は
関
連
性
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

四
章
の
ま
と
め

以
上
、
国
立
民
族
学
博
物
館
所
蔵

『

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集』

を
検
討
し
て
き
た
。

( ) シーボルトが収集した国絵図・出版図と和紙見本帳について (杉本・村岡・国木田・高島)67

表１

番号 産地名 紙名 厚さ/μm 漉簀の種類
簀の目の

本数/3cm－1
糸目幅/mm

68 ヱッシュー ヲーホーショーシ 260 竹 24 30

69 ヱッシュー チューホーショーシ 230 竹 26 31

70 ヱッシュー コホーシューカミ 170 竹 26 30

71 ヱチゼン コゼンヒロホーシュー 270 竹 21 30

85 ケイシューヒロシマ ミヨシボーショー 160 竹 24 32

97 アワ タケナガカミ 220 竹 23 31

99 ヨシューヲーヅ ホーショー 100 竹 24 33

100 ヨシューマツヤマ ホーショー 170 竹 26 32

101 ヨシューシンタニ ホーショー 120 竹 24 33

109 トサ ホーショー 130 竹 23 33

Ⓒ2009 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo) 
The University of Tokyo



(
１)

と
く
に
楮
紙
は
デ
ン
プ
ン
の
有
無
、
白
土
・
胡
粉
を
填
料
と
し
た
場
合
、
以

下
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

①

デ
ン
プ
ン
を
填
料
と
す
る
紙
と
し
て
奉
書
・
杉
原
紙
等
あ
る
。

②

白
土
・
胡
粉
を
填
料
と
す
る
紙
と
し
て
吉
野
延
紙
、
紀
州
延
紙
、
芸
州
広

島
白
保
紙
・
諸
口
紙
等
が
あ
る
。

③

填
料

(

デ
ン
プ
ン
等)

を
含
ま
な
い
楮
紙
と
し
て
、
檀
紙
・
美
濃
紙
・
石

州
紙
・
泉
貨
紙
等
が
あ
る
。

さ
ら
に
③
の
填
料

(
デ
ン
プ
ン
等)

を
含
ま
な
い
楮
紙
は
、
塵
や
リ
グ
ニ

ン
・
ペ
ク
チ
ン
な
ど
の
非
繊
維
物
質
な
ど
の
不
純
物
の
有
無
、
地
合
、
繊
維

束
の
有
無
に
よ
り
さ
ら
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

デ
ン
プ
ン
を
填
料
と
す
る
紙
は
中
世
の
杉
原
紙
の
系
譜
を
引
く
紙
で
あ
り
、

填
料

(

デ
ン
プ
ン)

を
含
ま
な
い
楮
紙
は
中
世
の
檀
紙
・
美
濃
紙
の
系
譜
を
引

く
紙
と
思
わ
れ
る
。

(

２)
『

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集』

所
収
の
奉
書
紙
を
簀
の
種
類
と
数
値
か
ら
見
る

と
、
紙
の
厚
み
と
簀
の
種
類
・
３
㎝
当
り
簀
の
本
数
・
糸
目
幅
に
は
関
連
性

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
だ
一
試
論
過
ぎ
な
い
が
、
今
後
こ
の
切
り
口
で
デ
ー
タ
解
析
を
行
な
い
、
多
く

の
デ
ー
タ
を
集
積
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

[

註]

(

１)

富
田
正
弘

(

研
究
代
表
者)

『

古
文
書
料
紙
原
本
に
み
る
材
質
の
地
域
的
特
質
・
時

代
的
変
遷
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

平
成
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報

告
書』

(

平
成
七
年
三
月)

湯
山
賢
一
編

『

文
化
財
学
の
課
題

和
紙
文
化
の
継
承』

(

勉
誠
出
版

二
〇
〇
六
年
四
月
発
行)

(

２)

保
立
道
久

(

研
究
代
表
者)

『

禅
宗
寺
院
文
書
の
古
文
書
学
的
研
究

二
〇
〇
二
年

度
〜
二
〇
〇
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書』

(

二
〇
〇
五
年
三
月)

(

３)

富
田
正
弘

(

研
究
代
表
者)

『

紙
素
材
文
化
財(

文
書
・
典
籍
・
聖
教
・
絵
図)

の
年

代
推
定
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

平
成
十
五
年
度
〜
平
成
十
七
年
度
科
学
研
究
費
補

助
金
基
盤
研
究(

Ａ)

研
究
成
果
報
告
書』

(

平
成
二
十
年
三
月)

(

４)

久
米
康
生

｢

シ
ー
ボ
ル
ト
と
和
紙｣

『

百
万
塔』

(

68)(

一
九
八
七
年)

(

５)

稲
葉
政
満

(

研
究
代
表
者)

『

江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り

ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物

館
所
蔵

シ
ー
ボ
ル
ト
和
紙
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
紙
質
調
査

科
学
研
究
費
補
助
金
研

究
成
果
報
告
書』

(

二
〇
〇
六
年
三
月)

(

６)

註(

３)

前
掲
報
告
書

(

７)
『

シ
ー
ボ
ル
ト
父
子
の
み
た
日
本

生
誕
200
年
記
念』

ド
イ
ツ
―
日
本
研
究
所

(

一

九
九
六
年
二
月)

掲
載
写
真
参
照

(

８)

註(

７)

前
掲
解
説
文

(

９)

註(

７)

前
掲
解
説
文

(

10)

大
川
昭
典
氏
の
ご
教
示
。
及
び
註(

３)

前
掲
報
告
書

大
川
昭
典

｢

楮
・
三
椏
・
雁

皮
繊
維
の
鑑
別｣

｢

文
書
料
紙
の
填
料
の
観
察｣

(

11)

註(

３)

前
掲
報
告
書

富
田
正
弘

｢

紙
素
材
文
化
財
の
料
紙
判
定
法
に
つ
い
て｣

２.

材
質
別
紙
種
の
光
学
的
判
別
法
―
楮
紙
・
椏
紙
・
斐
紙

(

12)

註(

３)

前
掲
報
告
書

富
田
正
弘

｢

紙
素
材
文
化
財
の
料
紙
判
定
法
に
つ
い
て｣

３.

楮
紙
製
法
別
紙
種
の
判
定
法
―
檀
紙
・
杉
原
紙
・
奉
書
紙
・
美
濃
紙
等

(

６)

奉
書
紙

(

13)

註(

12)

前
掲
富
田
論
文

３.

楮
紙
製
法
別
紙
種
の
判
定
法
―
檀
紙
・
杉
原
紙
・

奉
書
紙
・
美
濃
紙
等(

３)

杉
原
紙

(

14)

註(

12)

前
掲
富
田
論
文

３.

楮
紙
製
法
別
紙
種
の
判
定
法
―
檀
紙
・
杉
原
紙
・

奉
書
紙
・
美
濃
紙
等

(

５)

大
高
檀
紙

(
15)

註(

５)

前
掲
報
告
書

加
藤
雅
人
・
稲
葉
政
満

｢

画
像
処
理
に
よ
る
紙
の
分
析｣

(

四
章
執
筆

高
島
晶
彦)

※

本
文
中
に
記
さ
れ
て
い
る
番
号
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
原
本
に

記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
用
い
た
。

※

一
・
四
章
は
、『

ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
所
蔵

『

大
日
本
諸
国
名
産
紙
集』

調
査
報
告
書

(

科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究(

Ａ)
｢

地
図
史
料
学
の
構
築

前

近
代
地
図
デ
ー
タ
集
積
・
公
開
の
た
め
に｣

代
表
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本
史
子)』

所
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文
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加
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・

訂
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し
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。
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高
配
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い
た
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き
ま
し
た
。
お
礼
申
し
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げ
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ラ
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学
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館
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ン
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学
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授

W
.J.B
oot

博
士
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立
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学
博
物
館

マ
テ
イ
・
フ
ォ
ラ
ー
博
士

東
京
芸
術
大
学
大
学
院

稲
葉
政
満
准
教
授

本
稿
は
、
科
学
研
究
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助
金
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盤(

Ａ)
｢

地
図
史
料
学
の
構
築
―
前
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代
地
図

デ
ー
タ
集
積
・
公
開
の
た
め
に｣

(
代
表
・
杉
本
史
子)

、
同
・
基
盤(

Ｂ)
｢

ラ
イ
デ
ン

大
学
シ
ー
ボ
ル
ト
国
絵
図
の
地
図
史
研
究｣

(

代
表
・
小
野
寺
淳)

の
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。

W
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niversity
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useum
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P
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F
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P
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D
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B
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and
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D
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M
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Inaba.
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表２

絵図番号 絵図 冊数 裏書き表題 表紙
表紙カタカナ

読み
絵図サイズ

折り返し
(cm)

表紙寸法
(縦×横)

Ser.255 山城 1 山城國絵圖 有 未記入 158＊240 2.8～3.0 30.7＊20.5
Ser.258 大和 1 大和國絵圖 有 ヤマト※2 220＊366 2.8～3.0 32.4＊22.4
Ser.260 河内 1 河内國絵圖 有 未記入 136＊275 2.6～2.7 24.2＊18.2
Ser.262 和泉 1 和泉國絵圖 有 未記入 127＊291 2.9～3.0 21.4＊16.5
Ser.265 志摩 1 志摩國絵圖 有 シマ 127＊90 1.7～1.8 23.2＊16.3
Ser.266 尾張 2 尾張國絵圖 有 オワリ 246.5＊404 2.5～2.7 26.8＊22.1
Ser.267 三河 1 参河國絵圖 有 ミカハ 196＊191 2.8～3.1 21.2＊20.8
Ser.270 阿波 1 阿波國絵圖 剥離 アワ 300＊280 3.0～3.4 31.9＊23.3
Ser.271 近江 2 近江※1 剥離 アフミ 316＊179 2.7～2.9 31.4＊26.8
Ser.273 能登 1 能登國絵圖 有 ノト 148＊345 2.7～3.0 21.5＊19.5
Ser.275 佐渡 1 佐渡國絵圖 有 サド 212＊294 3.0～3.8 25.3＊19.0
Ser.277 丹後 1 丹後國絵圖 未撮影 未撮影 113.5＊156 なし 14.8＊20.1
Ser.280 因幡 1 因幡國絵圖 有 イナバ 136＊151 2.8 19.8＊17.6
Ser.281 伯耆 1 伯耆國絵圖 有 ホウキ 158.5＊138.5 2.7 20.6＊17.2
Ser.282 石見 3 石見國絵圖 剥離 イワミ 285＊510 2.5～2.7 24＊30
Ser.283 隠岐 1 114.5＊93.5
Ser.284 播磨 1 播磨國絵圖 剥離 (破れ) 219＊231.5 2.6～2.8 23＊21.8
Ser.287 美作 1 美作國絵圖 剥離 ミノ 249＊361.5 2.6～2.8 32＊23
Ser.288 備前 1 備前國絵圖 有 ビゼン 223＊186.5 2.8～3.0 25.4＊22.7
Ser.289 備中 1 備中國絵圖 有 ビツチウ 189＊207 2.8～3.0 26.4＊20.0
Ser.290 淡路 1 淡路國絵圖 有 アワジ※3 186＊256 2.9～3.0 22.3＊19.5

作成：橋本暁子

※1 裏書表題部は撮影されていないため､ ｢近江｣ 以降は判読不可能
※2 左上のラベルはないが､ 中央のラベルに小文字で表記されている
※3 左上のラベルには ｢アワジ｣､ 中央のラベルには ｢アワヂ｣ と表記
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刊行年
年代
(西暦)

大きさ (紙)
(cm)

大きさ (枠)
(cm)

印刷種別 点数
地図に押され
た印

袋に押された
印

袋寸法 (cm)

寛延元年 1748 117.2×128.4 枠なし 木版
1
図 (裏)､ シ
(表)､ 博 (表)

なし 袋寸法
27.9×19.6

天明７年 1787 82.4×101.9 80.2×100.6
(枠幅0.3)

木版
1
図 (裏)､
シ (表・裏)

なし 袋寸法
27.8×17.7

文化14年 1817 44.8×58.6 43.2×57.4
(枠幅0.1)

木版
袋は木版刷彩

1
図 (裏)､
シ (表・裏)

なし 袋寸法
14.4×10.2

寛政9年 1797 79.2×87.0 76.8×85.8
(枠幅0.2)

木版刷彩
1
図 (裏)､
シ (表)

図 (表)､ シ
(表)

袋寸法
19.8×11.4

明治4年 1871 147.8×180.4
継足し
35.0×22.4

145.4×178.4(枠
幅0.1～0.2)継足
し32.0×22.0

木版刷彩
1
図 (表)､
博 (表)

図 (表)､ 博
(表)

袋寸法
24.8×19.4

安政補益
再校

1854～
1860

69.0×91.8
継足し
10.4×33.8

55.5×86.3(枠幅
0.2)
継足し14.2×30.2

木版刷彩
1
図 (裏) 図 (裏) 袋寸法

17.1×11.8

明和4年 1767 47.7×64.6 45.8×63.8
(枠幅0.2)

木版刷彩
袋は木版 1

図 (表)､
シ (表)

図 (表)､ シ
(表)

袋寸法
15.7×8.6

明和7年 1770 47.6×64.6 43.8×61.7
(枠幅0.2)

木版刷彩
袋は木版

1
図(表)､
シ (表)

図 (裏) 袋寸法
15.9×8.1

宝暦9年 1759 47.6×64.6 44.2×62.6
(枠幅0.2)

木版刷彩
袋は木版

1
図(表)､
シ (表)

図 (裏) 袋寸法
15.8×8.4

明和7年 1770 47.5×64.2 42.8×62.5
(枠幅0.1～0.2)

木版刷彩
袋は木版 1

図 (表)､
シ (表・裏)

図 (裏) 袋寸法
15.8×8.6

明和3年 1766 47.6×64.1 42.4×59.5
(枠幅0.2)

木版刷彩
袋は木版

1
図 (表)､
シ (表)

図 (裏) 袋寸法
15.9×8.6

安永4年 1774 47.6×64.4 41.4×59.0
(枠幅0.3)

木版刷彩
1
図(表)､
シ (表)

袋はついてい
ない

袋はついてい
ない

文久3年 1863 47.3×70.5
継足し
12.3×17.0

46.0×86.2
(枠幅0.2)

木版刷彩
1
なし なし 袋寸法

17.8×12.5

文政元年 1818 43.3×58.0 枠なし 木版刷彩
1
図 (表)､
シ (表)

なし (袋は改
変されている)

袋は元の状態
とは違い､ 加
変されている

文政元年 1818 43.3×58.0 枠なし 木版刷彩
２輔
一組

図 (表) 袋はついてい
ない

袋はついてい
ない

文政2年 1819 43.7×56.6 枠なし 木版刷彩 図 (表) なし 袋寸法
45.1×15.5

天明4年 1784 120.5×54.0 115.8×52.2
(枠幅0.3)

木版
袋は朱刷 1

図 (表)､
シ (表)

なし 袋寸法
24.3×15.4

文政5年 1823 30.4×101.1 二重枠
(枠幅0.1～0.15)

木版両面刷り 両面
刷り
１

図 (道中図側)､
シ (道中図の
裏)

図 (表) 袋寸法
15.0×8.0

文政6年 1823 40.6×28.2 二重枠
37.4×23.5

木版刷彩
袋は木版

1
図 (表)､
シ (表)

なし 袋寸法
15.3×7.7

註２ 地図と
袋の印刷法が
違う場合は､
袋は～と記載｡

註３ 図は､ ライデン大学
図書館印｡ シは､ シーボル
ト印｡ 博は､ ライデン国立
民族学博物館印の略｡
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表３

No. 整理番号 図名 (題箋名) 図名 (内題) 図名 (袋の図名) 作者等 書林

1
Ser. 264 摂津國名所大繪圖 なし 摂津國名所大繪圖 木村壽陽堂 (京都)

2
Ser. 279 但馬國大繪圖 なし 名所細見但馬國大

繪圖
篠崎応道 前川六左衛門 (江戸)

3
Ser. 312 新改内裏図 なし 新改内裏図 林喜兵衛 (京都)・林吉永 (京

都)・野田藤八 (京都)

4
Ser. 319 再版新改御江戸繪

圖
なし 再版新改御江戸繪

圖
西村屋与八(江戸)・西村宗七
(江戸)

5
Ser. 321B 明治四年未年改正

東京大繪圖
なし 宦版 東京大繪圖 吉田屋文三郎 (東京)

6
Ser. 322 泰平御江戸繪圖 なし 泰平御江戸繪圖 高井蘭山 (校

訂)
和泉屋市兵衛 (江戸)・岡田屋
嘉七 (江戸)・鶴屋喜右衛門
(江戸)

7
Ser. 325 下谷淺草邊之圖

全
下谷淺草繪圖 下谷淺草邊之繪圖 吉田如流・瀬

名貞雄子柧阡
(図書)

北畠氏 (江戸)・吉文字屋治郎
兵衛 (江戸)

8
Ser. 326 谷中本郷丸山小石

川邊之圖
本郷谷中小石
川丸山繪圖

谷中本郷丸山小石
川邊之＊繪圖

米山鼎峨 (書) 北畑氏 (江戸)・吉文字屋次郎
兵衛 (江戸)

9
Ser. 328 永田町之繪圖 永田甼繪圖 東都永田町之繪圖 瀬名貞雄子柧

阡 (図書)
北畑氏 (江戸)・吉文字屋治郎
兵衛 (江戸)

10
Ser. 330 濱町神田日本橋北

之圖 全
神田濱町日本
橋北圖

濱町神田日本橋北
之繪圖

柧阡瀬貞雄・
梅道川伯豊
(図書)

北畑氏 (江戸)・志村弥次兵衛
(江戸)

11
Ser.331 芝愛宕下邊之圖

全
芝愛宕下繪圖 芝愛宕之下邊之＊

絵図
瀬名貞雄柧阡
軒 (図書)

北畑氏 (江戸)・吉文字屋治郎
兵衛 (江戸)

12
Ser. 332 築地八町堀日本橋

南之圖 全
築地八町堀日
本橋南繪圖

袋はついていない 米山鼎峨 (筆
者)

北畑氏 (江戸)・吉文字屋次郎
兵衛 (江戸)

13
Ser. 350 萬壽大阪細見圖 なし 萬壽大阪細見圖 伊丹屋善兵衛 (大阪)・河内屋

太助 (大阪)

14
Ser. 373 なし なし 東海道名所一覧

(袋は改変されて
いる)

�飾北斎 嵩山房・千鐘房・衆星閣

15
Ser. 374-1
(Ser.373と
同版地図)

なし なし 袋はついていない �飾北斎 嵩山房・千鐘房・衆星閣

16
Ser. 374-2 なし なし 木曽路名所一覧 �飾北斎 文金堂・千鐘房・衆星堂

17
Ser. 400 高野山細見大畫圖 紀州高野山金

剛峯寺細見図
高野山細見大畫圖 橘国雄 (図) 村上勘兵衛 (京都)・北村四郎

兵衛 (京都)・辻文助 (大坂)・
志貴理兵衛 (大坂)

18
Ser. 404 なし 大増補道中独

案内圖
大増補道中独案内
圖

吉文字屋市左衛門 (大坂)・須
原屋平助 (江戸)・永楽屋東四
郎(名古屋)・菊屋喜兵衛(京都)

19
Ser. 416 なし 日光驛路里数

之表
日光驛路里数之表 泰西堂

註１ ｢之＊｣ は
｢之｣ の異体字を
示す
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横寸法/
mm

厚さ/
μm

密度
漉簀の
種類

簀の目の本
数/3cm－1

糸目幅/
mm

備考１ 備考２ 備考３

算用数字３とあり
算用数字２とあり
算用数字４とあり

410 130 計測なし 竹 23 34 算用数字５とあり
算用数字６とあり

230 180 計測なし 萱 19 30

340 200 計測なし 竹 24 37
糸目幅は平均値を示す
(35～40)

算用数字９とあり

442 60 計測なし 竹 19 34.9 薄手の紙
382 140 計測なし 萱 19 34 算用数字11とあり

482 170 計測なし 竹 21 42
糸目幅は平均値を示す
(37～45)

算用数字12とあり

482 60 0.13 竹 24 33 薄手の紙 紙名なし
212 170 計測なし 布 19 計測なし 漉き返し

900 60 計測なし 布 23 28
糸目幅は平均値を示す
(22～32)

918 110 計測なし 布 24 計測なし
920 90 計測なし 布 24 22.8

372 100 0.47 布 32 24
糸目幅は平均値を示す
(20～25)

944 140 0.6 布 32 24
糸目幅は平均値を示す
(22～25)

900 170 計測なし 布 24 24

924 100 0.82 布 24 23
糸目幅は平均値を示す
(20～27)

算用数字21とあり

974 150 計測なし 布 24 23
935 110 0.71 布 24 24
376 140 計測なし 布 32 計測なし

染紙
漢数字・産地名・紙名
の記載なし

算用数字33とあり

別紙 ｢三十五番 大坂
産 金緞子揉帋｣ あり

欠 (現物なし)
欠 (現物なし)
欠 (現物なし)

紙名なし

算用数字45とあり

312 70 計測なし 竹 24 29

420 130 計測なし 竹 24 32
糸目幅は平均値を示す
(30～34)
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表４

番号 産地名 紙名 紙質 地合 米粉
非繊維
物質

泥
白土・
胡粉

チリ 繊維束
縦寸法/
mm

1 一 ジョーシュー ハナイロホーショー
2 二 ジョーシュー コシキタンザク
3 三番 ジョーシュー ゴシキシキシ
4 四 ジョーシュー シキギョーセイ
5 五 ジョーシュー キョーハブタイ 楮 普通 ○ 156
6 六 ジョーシュー キンギャーナシヂ
7 七 ジョーシュー キンキャーナシヂ
8 八 ワシューヨシノ ノベカミ 楮 普通 ○ ○ 188

9 九 ワシュー ヒヤーシウダ(ママ) 楮 普通 260

10 十 ワシューヨシノ コシカミ 楮 良 220
11 十一 ワシューヨシノ コスギハラカミ 楮 良 268

12 十二 ワシューウタコーリ コシタテカミ 楮 良 ○ 326

13 十三 ワシューヨシノ 楮 普通 190
14 十四 セッシュー ミツギリチリ 楮 粗 ○ 132

15 十五 セッシュー ハナイロマニヤイ 雁斐 普通 ○ 360

16 十六 セッシュー アサキマニヤイ 雁斐 普通 ○ 366
17 十七 セッシュー チャマニヤイ 雁斐 普通 ○ 362

18 十八 セッシュー キマニヤイ 雁斐 普通 ○ 364

19 十九 セッシュー シロマニヤイ 雁斐 普通 ○ 368

20 二十 セッシュー 子ツミマニヤイ 雁斐 普通 ○ 360

21 二十一 セッシュー タマゴマニヤイ 雁斐 普通 ○ 362

22 二十二 セッシュー チリマニヤイ 雁斐 普通 ○ 390
23 二十三 セッシュー フルテマニヤイ 雁斐 普通 ○ 364
24 二十四 セッシュー ウスヨーチューヨー 雁斐 普通 456
25 二十五 セッシュー クモカミ

26

27 二十七 セッシュー アヲマツバカミ
28 二十八 セッシュー アカマツバカミ
29 二十九 セッシュー ヤクタイシ
30 三十 セッシュー シンカミ
31 三十一 ヲーサカソメ ゴシキカミ
32 三十二 ヲーサカ カラカミ
33 三十三 ヲーサカ ヱスギハラ
34 三十四 ヲーサカ フンシュカラカミ

35 三十五 ヲーサカ

36 三十六 ヲーサカソメ アヲトサ
37 三十七 ヲーサカ ヱイリテホン
38
39
40
41 四十一 ヲーサカ イシメカミ
42 四十二 ヲーサカ
43 四十三 ヲーサカ チヨカミ
44 四十四 ヲーサカ モンビヨーシ
45 四十五 ヲーサカ ヱマキカミ
46 四十六 ヲーサカ カーフンシ
47 四十七 スルカ ハンシ 三椏 普通 ○ 230

48 四十八 スルカ ハンキリ 三椏 普通 ○ 154
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横寸法/
mm

厚さ/
μm

密度
漉簀の
種類

簀の目の本
数/3cm－1

糸目幅/
mm

備考１ 備考２ 備考３

紙背に記載

482 130 計測なし 竹 23 33
糸目幅は平均値を示す
(25～40)

458 260 計測なし 竹 24 34
紙背にオランダ語の記
載あり

456 130 計測なし 竹 24 34
438 110 計測なし 竹 24 37

408 80 計測なし 萱 15 38
糸目幅は平均値を示す
(34～40)

｢テ｣ を ｢イ｣ に訂正

266 100 計測なし 竹 24 31
糸目幅は平均値を示す
(27～35)

680 90 計測なし 竹 26 35
糸目幅は平均値を示す
(33～38)

476 90 計測なし 竹 24 33

398 60 計測なし 竹 23 33
糸目幅は平均値を示す
(32～36)

産地名・紙名の記載な
し 算用数字62とあり
欠 (現物なし)

662 360 0.27 不明 計測なし 36 紙面に皺紋あり
664 470 0.29 不明 計測なし 33 紙面に皺紋あり
450 220 0.27 竹 26 31 紙面に皺紋あり デンプン少量含む
538 260 計測なし 竹 24 30
480 230 計測なし 竹 26 31
440 170 計測なし 竹 26 30
567 270 計測なし 竹 21 30

880 140 計測なし 布 26 44
糸目幅は平均値を示す
(43～47)

342 90 計測なし 竹 24 50
糸目幅は平均値を示す
(46～54)

欠 (現物なし)

344 110 計測なし 竹 26 49
糸目幅は平均値を示す
(47～51)

304 100 計測なし 萱 17 不明

340 60 計測なし 竹 22 44
糸目幅は平均値を示す
(43～47)

274 130 計測なし 竹 21 42
糸目幅は平均値を示す
(37～47)

476 140 計測なし 竹 24 43
糸目幅は平均値を示す
(40～48)

｢ミゾ｣ を ｢モロ｣ に
訂正

390 70 計測なし 竹 24 45
糸目幅は平均値を示す
(40～50)

282 60 計測なし 竹 24 39
糸目幅は平均値を示す
(30～52)

440 110 計測なし 萱 17 36
糸目幅は平均値を示す
(34～38)

286 80 計測なし 竹 23 38
糸目幅は平均値を示す
(36～40)

470 160 計測なし 竹 24 32
348 100 計測なし 竹 24 44
300 90 計測なし 竹 24 43
398 110 計測なし 竹 24 45

436 130 計測なし 竹 24 49
糸目幅は平均値を示す
(44～50)
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番号 産地名 紙名 紙質 地合 米粉
非繊維
物質

泥
白土・
胡粉

チリ 繊維束
縦寸法/
mm

49 四十九 ヱド 渋揉帋
50 五十 ヱド リキウシ
51 五十一 ヱド サラサカミ

52 五十二 ショーシュー ニシノウチカミ 楮 良 ○ 336

53 五十三 ショーシュー ホトムラカミ 楮 良 ○ 328

54 五十四 ミノ ヲーナヲシ 楮 良 ○ 326
55 五十五 ミノ チユーナヲシ 楮 良 ○ 308

56 五十六 ミノ ショインシ 楮 良 ○ 278

57 五十七 ミノ コギク 楮 良 ○ 210

58 五十八 ミノ ミツヲリショテンシ 楮 良 ○ 254

59 五十九 ミノ フタツヲリショテンシ 楮 良 ○ 255
60 六十 ミノ モンショテンシ
61 六十一 ミノ モンテングジュー

62 六十二 281

63
64 六十四 ミノ アサキハンキリ
65 六十五 ヱッシュー ヲータカタンシ 楮 良 506
66 六十六 ヱッシュー チータカタンシ 楮 良 508
67 六十七 ヱッシューヲームシ ショータカタンシ 楮 良 ○ 326
68 六十八 ヱッシュー ヲーホーショーシ 楮 良 ○ 335
69 六十九 ヱッシュー チューホーショーシ 楮 良 ○ 348
70 七十 ヱッシュー コホーシューカミ 楮 良 ○ 325
71 七十一 ヱチゼン コゼンヒロホーシュー 楮 良 ○ 394
72 七十二 ヱチゼン スミナガシクモカミ

73 七十三 ヱチゼン キマニヤイ 雁斐 良 ○ 415

74 七十四 セキシュー ハンシ 楮 普通 ○ ○ 242

75

76 七十六 セキシューハマダ ハンシ 楮 良 ○ ○ 248

77 七十七 バンシュー フタツヲリカミ 楮 普通 ○ ○ 218

78 七十八 ゲイシューヒロシマ ハンシ 楮 普通 ○ ○ 254

79 七十九 ゲイシューヒロシマ チリカミ 楮 粗 ○ ○ ○ 196

80 八十 ケイシューヒロシマ モロクチ 楮 普通 ○ ○ 294

81 八十一 ゲイシューヒロシマ 子ヅミハンキリ 楮 普通 ○ 148

82 八十二 ケイシューヒロシマ シロホ 楮 普通 ○ ○ 209

83 八十三 ケイシューヒロシマ チウスギハラ 楮 普通 ○ ○ 311

84 八十四 ケイシューヒロシマ コハンシ 楮 普通 ○ ○ 206

85 八十五 ケイシューヒロシマ ミヨシボーショー 楮 良 ○ 342
86 八十六 ボーシューイワクニ ハンシ 楮 良 ○ ○ 252
87 八十七 ボーシューミタジリ チリカミ 楮 普通 ○ ○ 210
88 八十八 ボーシューイワクニ ゴヨーカミ 楮 良 ○ ○ 260

89 八十九 ボーシューイワクニ カタヲリカミ 楮 良 ○ ○ 288
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横寸法/
mm

厚さ/
μm

密度
漉簀の
種類

簀の目の本
数/3cm－1

糸目幅/
mm

備考１ 備考２ 備考３

356 150 計測なし 竹 23 43
糸目幅は平均値を示す
(42～45)

別筆 ｢アツ｣ あり

216 110 計測なし 竹 26 40

450 150 計測なし 萱 20 54
糸目幅は平均値を示す
(52～56)

478 210 計測なし 萱 16 40
糸目幅は平均値を示す
(38～42)

繊維長が長い

482 140 計測なし 竹 22 35
糸目幅は平均値を示す
(29～41)

繊維長が長い

710 220 計測なし 竹 23 31

342 120 計測なし 竹 26 34
糸目幅は平均値を示す
(32～36)

488 100 0.28 竹 24 33
糸目幅は平均値を示す
(31～35)

482 170 計測なし 竹 26 32

488 120 計測なし 竹 24 33
糸目幅は平均値を示す
(30～34)

430 320 計測なし 竹 21 42
糸目幅は平均値を示す
(39～48)

340 100 計測なし 竹 24 39

325 90 計測なし 竹 24 33
糸目幅は平均値を示す
(32～35)

｢ヅ｣ を ｢ス｣ に訂正

426 170 計測なし 萱 16 不明
428 150 計測なし 竹 24 38

438 210 計測なし 萱 20 33
糸目幅は平均値を示す
(38～46)

400 120 計測なし 萱 16 43

497 130 計測なし 竹 23 33
糸目幅は平均値を示す
(29～38)

406 130 計測なし 竹 24 37
糸目幅は平均値を示す
(33～41)

461 250 計測なし 萱 19 35
糸目幅は平均値を示す
(33～39)

260 110 0.18 萱 20 33
394 170 計測なし 萱 18 45

298 110 計測なし 竹 20 32
糸目幅は平均値を示す
(30～35)

462 160 計測なし 萱 15 40
糸目幅は平均値を示す
(38～42)

464 160 計測なし 萱 15 32
糸目幅は平均値を示す
(29～33)

570 100 計測なし 竹 24 21or37 繊維長が長い

342 80 計測なし 竹 23 32
糸目幅は平均値を示す
(30～33)

繊維長が長い

413 100 計測なし 竹 23 40
糸目幅は平均値を示す
(37～48)

繊維長が長い

560 80 計測なし 竹 24 35
糸目幅は平均値を示す
(33～36)

繊維長が長い

332 70 計測なし 竹 22 32 繊維長が長い
424 100 計測なし 竹 22 34 繊維長が長い

382 90 計測なし 竹 30 30
糸目幅は平均値を示す
(29～32)

繊維長が長い

696 90 計測なし 竹 24 35
糸目幅は平均値を示す
(31～36)

繊維長が長い

441 100 計測なし 竹 30 33
糸目幅は平均値を示す
(23～37)

繊維長が長い
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番号 産地名 紙名 紙質 地合 米粉
非繊維
物質

泥
白土・
胡粉

チリ 繊維束
縦寸法/
mm

90 九十 チョーシュー アツハンシ 楮 普通 ○ 256

91 九十一 キシュー ノベカミ 楮 普通 ○ ○ 168

92 九十二 アワ カサカミ 楮 普通 ○ 314

93 九十三 アワ ホンゴクサラシカミ 楮 普通 ○ ○ 322

94 九十四 アワスモト チウコクサラシカミ 楮 普通 ○ ○ 328

95 九十五 アワ ハナイロウダカミ
96 九十六 アワ コンウダカミ
97 九十七 アワ タケナガカミ 楮 良 ○ 462

98 九十八 ヨシューマツヤマ ハンシ 楮 普通 ○ ○ 248

99 九十九 ヨシューヲーヅ ホーショー 楮 良 ○ 358

100 百 ヨシューマツヤマ ホーショー 楮 良 ○ 354

101 百一 ヨシューシンタニ ホーショー 楮 良 ○ 370

102 百二 ヨシューヨシタ センクワ 楮 普通 ○ ○ 326

103 百三 ヨシューヲーヅ ハンシ 楮 普通 ○ 248

104 百四 ヨシューヲース チリカミ 楮 普通 ○ ○ 236

105 百五 ヨシューウハシマ センクワ 楮 普通 ○ ○ 320
106 百六 ヨシューヲーヅ ナカゴシ 楮 普通 328

107 百七 ヨシューヲーヅ センクワ 楮 普通 ○ ○ 324

108 百八 ヨシューウハシマ シタゴシ 楮 普通 ○ ○ 306

109 百九 トサ ホーショー 楮 良 ○ 354

110 百十 トサシモタ ヲーハンシ 楮 普通 ○ ○ 276

111 百十一 トサハタ センクワカミ 楮 良 ○ ○ 319

112 百十二 トサ コスキ 楮 普通 ○ ○ 192
113 百十三 トサ アツカミ 楮 普通 ○ ○ 294

114 百十四 トサ ハンシ 楮 普通 ○ ○ 228

115 百十五 トサ セイチョーシ 楮 良 310

116 百十六 トサ ホンヤクタイシ 雁斐 良 312

117 百十七 ブゼン ハンキリ 楮 良 ○ ○ 168

118 百十八 ブゼン ハンシ 楮 良 ○ ○ 252

119 百十九 ブゼン ヒロスキカミ 楮 普通 ○ ○ 273

120 百二十 チクゼン ハンキリ 楮 良 ○ ○ 166

121 百二十一 チクセン ハンシ 楮 良 ○ ○ 251
122 百二十二 チクセン チウスギハラ 楮 普通 ○ ○ 320

123 百二十三 チクゴ ミノカミ 楮 良 ○ ○ ○ 264

124 百二十四 ヒシュー ロクスンハンキリ 楮 良 ○ ○ 172

125 百二十五 ヒシュー ウダカミ 楮 普通 ○ ○ 306
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横寸法/
mm

厚さ/
μm

密度
漉簀の
種類

簀の目の本
数/3cm－1

糸目幅/
mm

備考１ 備考２ 備考３

458 130 計測なし 萱 17 31
糸目幅は平均値を示す
(29～33)

繊維長が長い

668 70 計測なし 萱 19 30 繊維長が長い

672 70 計測なし 竹 21 31
糸目幅は平均値を示す
(29～32)

繊維長が長い

296 60 計測なし 萱 19 29
糸目幅は平均値を示す
(27～31)

繊維長が長い

348 80 計測なし 竹 24 30.9 繊維長が長い
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番号 産地名 紙名 紙質 地合 米粉
非繊維
物質

泥
白土・
胡粉

チリ 繊維束
縦寸法/
mm

126 百二十六 ヒウガ ウダカミ 楮 普通 ○ ○ 318

127 百二十七 ヒウカタカヲカ ハンキリ 楮 良 ○ ○ 166

128 百二十八 ヒウカタカヲカ ロクスンハンキリ 楮 良 ○ ○ 179

129 百二十九 サツマ チリカミ 楮 粗 ○ ○ ○ 211

130 百三十 ヒウカイトー ハンシ 楮 普通 ○ ○ 249

【凡例】
１. 本一覧表は､ オランダ ライデン国立民族学博物館に所蔵されているシーボルトコレクションの 『大日本諸

国名産紙集』 所収の紙130点を顕微鏡による非破壊調査を行い､ 概要を示したものである｡
２. ｢番号｣ は､ 便宜上点数を示すものとして算用数字を用いた｡ 漢数字は原本に表記されているものをそのまま
用いた｡

３. ｢産地名｣ ｢紙名｣ は､ 原本に表記されているものをそのまま用いた｡
４. ｢縦横寸法｣・｢厚さ｣・｢密度｣・｢漉簀の種類｣・｢簀の目の本数｣・｢糸目幅｣ の項目は､ 稲葉政満(研究代表者)
『江戸のモノづくり ライデン国立民族学博物館所蔵 シーボルト和紙コレクションの紙質調査 科学研究費
補助金研究成果報告書』 (2006年３月) 別表1 シーボルト和紙コレクション紙質調査結果をもとにして加工
したものである｡

５. 備考１には､ 糸目幅の実数値を示した｡ この数値も4項と同様である｡
６. 備考２には､ 紙に関する補足を示した｡
７. 備考３には､ 書誌的な補足を示した｡
８. 本表に示した薄い網掛けは､ 今回の調査対象外のものを示した｡ 濃い網掛けは､ 現物のないものを示した｡
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